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会
員
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
何
卒
宜
し
く
お

願
致
し
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。「
J
K

A
ニ
ュ
ー
ス
」
新
春
号
の
会
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
見
出
し
は
「
新
公
益
法
人
を
目
指
し
て

組
織
、
財
務
基
盤
の
再
点
検
を
」
で
し
た
。

そ
の
線
に
沿
っ
て
様
々
な
努
力
が
な
さ
れ
ま

し
た
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
副
首
席
師
範
、

副
首
席
師
範
補
の
新
任
と
、
専
務
理
事
の
交

代
で
あ
り
ま
す
。

（
社
）
日
本
空
手
協
会
の
組
織
は
、
最
上
位

の
機
関
で
あ
る
社
員
総
会
の
下
の
理
事
会
が

全
般
に
亘
る
最
高
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
り
、

ま
た
師
範
会
が
技
術
の
最
高
機
関
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
両
最
高
機
関
の
下
に
、
両
者
の
方

針
、
予
算
、
計
画
、
統
制
等
の
決
定
事
項
を

具
体
化
し
、
実
現
す
る
た
め
の
執
行
機
関
で

あ
る
総
本
部
が
直
属
し
て
お
り
ま
す
。
わ
が

空
手
協
会
が
空
手
道
界
の
最
高
峰
と
し
て
存

続
す
る
為
に
は
、
組
織
を
強
化
し
、
老
壮
青

が
相
互
扶
助
す
る
中
で
、
世
代
交
代
を
円
滑

に
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
は

そ
の
た
め
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
今
後
は
特
に
人
材
の
適
材
適
所

主
義
を
重
視
し
つ
つ
、
必
要
な
処
置
を
随
時

と
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
今
年
は
９
月
18
日
〜
20
日
に
船
越
義

珍
杯
第
11
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
が
東

京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
11
月
に
は
W
K

F
の
世
界
大
会
が
東
京
で
行
わ
れ
、
ご
覧
に

な
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
我
々

が
実
践
す
る
武
道
空
手
と
余
り
に
も
相
違
が

大
き
く
、
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
あ
り
ま

し
た
。「
空
手
と
は
何
ぞ
や
」
と
言
う
根
本
的

命
題
に
ど
う
返
答
す
る
の
か
、
深
く
考
え
さ

せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。
今
年
の
協
会
の
第
11

回
世
界
大
会
で
は
協
会
空
手
の
神
髄
を
見
せ
、

一
つ
の
立
派
な
回
答
を
示
す
決
意
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
様
な
中
で
日
本
選
手
団
の
完
全
制

覇
を
心
か
ら
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
小
中
学
生
全
国
大
会
が
８
月
１
日
、

２
日
に
静
岡
県
袋
井
市
で
行
わ
れ
ま
す
。
静

岡
県
で
は
空
港
開
設
を
祝
っ
て
各
種
の
記
念

行
事
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
知
事
よ
り
わ
が

空
手
協
会
に
対
し
て
協
力
の
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
快
く
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し

た
。
尚
、
過
去
２
度
に
亘
り
大
会
を
開
催
し

て
い
た
だ
い
た
宮
城
県
本
部
に
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
世
界
不
況
が
深
刻
化
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
武
道
空

手
を
通
じ
て
心
身
を
鍛
錬
し
、
難
局
を
突
破

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

会
員
各
位
の
新
年
に
於
け
る
御
健
勝
を
祈

念
し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
方
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
た
な
気
持
ち
で

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年

は
丑
年
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
牛
の
歩
の
寄
り

う
す
く
と
も
、
終
に
千
里
の
外
の
達
す
と
云
う

格
言
の
如
く
、
皆
様
方
一
人
一
人
が
日
々
の
努

力
を
積
み
重
ね
、
相
互
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
協
会
が
更
に
発
展
す
る
こ
と
を
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

今
年
も
恒
例
の
各
種
の
全
国
大
会
や
全
国
合

宿
、
講
習
会
等
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
更
に
、
三

年
に
一
度
の
世
界
大
会
が
待
ち
受
け
て
お
り
ま

す
。
皆
様
方
の
一
層
の
ご
尽
力
と
ご
活
躍
に
期

待
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

側
聞
に
よ
れ
ば
、
中
学
校
の
義
務
教
育
に
武

道
科
目
が
採
用
さ
れ
、
柔
道
・
剣
道
・
相
撲
が

考
え
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
空
手
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
協
会
は
長
年
に
亙

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
、
各
人
が
そ
れ
ぞ

れ
に
目
標
を
挙
げ
ら
れ
、
日
々
精
進
さ
れ
、
目

標
を
達
成
さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
今
さ
ら
な
に
を
と
思
わ
れ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、（
社
）
日
本
空
手
協
会
に

は
次
の
道
場
訓
が
あ
り
ま
す
。

年
（
一
九
二
五
）
の
四
十
数
年
の
長
き
に
亙
っ

て
、
国
会
で
審
議
さ
れ
、
武
道
が
中
学
校
に
必

修
独
立
科
目
と
し
て
可
決
さ
れ
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
経
過
を
背
景
と
し
て
、
空
手
で
は

糸
洲
安
恒
が
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

に
十
訓
を
記
し
、
沖
縄
県
で
中
学
校
体
育
に
空

手
を
提
案
し
、
教
材
と
し
て
「
平
安
」
の
型
を

制
定
し
て
、
船
越
義
珍
先
生
も
、
そ
の
指
導
に

従
事
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
協
会
は
、
こ
れ

ら
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
先
人
の
英
知
に
倣
い
、

協
会
の
空
手
を
広
く
多
く
の
中
学
生
達
の
た
め

に
役
立
て
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
が
新
し
い
歴
史
の
一
頁
を
開
く
年
に
な

っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

一
、
人
格
完
成
に
努
む
る
こ
と

一
、
誠
の
道
を
守
る
こ
と

一
、
努
力
の
精
神
を
養
う
こ
と

一
、
礼
儀
を
重
ん
ず
る
こ
と

一
、
血
氣
の
勇
を
戒
む
る
こ
と
　

こ
の
教
え
を
日
常
生
活
、
指
導
、
稽
古
等
で

役
立
て
る
べ
く
、
自
分
自
身
、
新
た
め
て
痛
感

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
も
各
行
時
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
と
一
致
協
力
し
合
い
、
成
功
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

各
大
会
の
代
表
選
手
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
々
の
錬
磨
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ

れ
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
一
拳
必
殺
」
の
極
め
技
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
た
く
切
に
願
う
も
の
で
す
。

新
年
の
御
挨
拶

専
務
理
事
・
大
坂
可
治

新
年
を
迎
え
て

首
席
師
範
・
杉
浦
初
久
二

り
、
小
学
生
、
中
学
生
の
全
国
大
会
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
学
校
の
受
業
と
し
て
行
う
た
め

に
は
、
内
容
・
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
一
段
と

工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
か
ら
大
正
十
四

特
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会
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第
一
回
／
植
木
政
明
・
副
首
席
師
範

昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
に
開
催
さ
れ
た
第
11

回
全
国
大
会
。
苛
烈
を
極
め
た
植
木
政
明
氏
ＶＳ
越

智
秀
男
氏
の
決
勝
戦
に
は
、
一
つ
の
謎
が
あ
る
。

試
合
は
序
盤
、
植
木
氏
が
蹴
り
技
で
先
制
。

そ
の
後
、
捨
て
身
の
回
転
技
を
仕
掛
け
た
越
智

氏
を
跳
び
越
え
、
反
撃
を
封
じ
た
植
木
氏
が
突

き
を
極
め
て
、
２
分
間
の
死
闘
を
制
し
た
。

し
か
し
、
問
題
な
の
は
、
一
本
目
の
蹴
り
技

だ
。
試
合
を
見
て
い
た
者
は
「
前
蹴
り
だ
」
と

断
言
し
、
喰
ら
っ
た
越
智
氏
は
「
横
蹴
り
だ
」

と
語
る
。

41
年
前
、
越
智
氏
が
間
合
い
を
詰
め
た
瞬
間

に
放
た
れ
た
蹴
り
の
謎
を
解
く
べ
く
、
本
人
を

直
撃
し
た
。

―
―
あ
の
蹴
り
は
前
蹴
り
な
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
と
も
横
蹴
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
ど
れ
と
も
違
い
ま
す
。
用
い
た
の
は
、

直
線
的
な
廻
し
蹴
り
で
す
。

通
常
の
廻
し
蹴
り
は
写
真
１
〜
２
の
よ
う
な

軌
道
を
取
り
ま
す
が
、
私
が
当
時
ス
ト
ッ
ピ
ン

グ
（
相
手
の
動
き
を
止
め
る
蹴
り
）
等
で
用
い

た
直
線
的
な
廻
し
蹴
り
は
、
写
真
３
〜
４
の
よ

う
な
軌
道
を
取
り
ま
す
。

ゆ
え
に
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て
は
、
前
蹴
り

に
見
え
た
り
、
横
蹴
り
に
見
え
た
り
し
た
の
で

し
ょ
う
。

―
―
ど
う
し

た
ら
、
こ
の

様
な
技
を
極

め
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う

か
？私

は
あ
る

時
期
か
ら
、
試
合
に
対
し
て
、
特
別
な
思
い
を

抱
く
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
第
11
回
大
会

も
、
自
然
体
、
無
心
で
コ
ー
ト
に
上
が
っ
て
お

り
ま
し
た
。

ゆ
え
に
「
こ
う
来
た
ら
あ
あ
し
よ
う
」
と
考
え

た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
も
昔
も
試
合
は
日
々

の
稽
古
の
延
長
で
あ
り
、
基
本
が
技
と
考
え
て
い

た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
練
習
に
お
い
て
は
”
狙
っ
た
ら
、
必

ず
取
る
“
。
そ
れ
を
念
頭
に
置
き
、
い
つ
も
練
習

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
技
を
意
の
ま
ま
に
動
か
す
た
め
に
は
日

頃
の
真
剣
な
修
練
・
鍛
錬
が
大
切
で
す
。

現
役
当
時
は
数
稽
古
を
こ
な
し
、
技
に
必
要

不
可
欠
な
ス
ピ
ー
ド
に
も
磨
き
を
か
け
て
お
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
軸
足
を
徹
底
的
に

鍛
え
上
げ
、
蹴
り
に
よ
っ
て

出
合
い
を
取
る
こ
と
。
い
つ

い
か
な
る
間
合
い
で
も
、
ノ

ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
技
を
出
す

練
習
も
し
て
い
ま
し
た
ね
。

―
―
読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
空
手
協
会
の
空
手

は
、
”
極
め
“
の
空
手
で
す
。

空
手
協
会
の
組
手
ル
ー
ル
は
、
勝
負
一
本
。
一
瞬
の
油
断
が
命

取
り
と
な
る
状
況
下
で
勝
負
し
て
き
た
人
間
は
、
必
ず
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
得
意
技
を
持
っ
て
い
る
。
真
剣
勝
負
を
制
す
る
一

撃
を
磨
く
た
め
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
・
努
力
を
し
て
き
た
の
で

あ
ろ
う
か
？
　
第
一
回
目
は
、
総
合
優
勝
３
回
と
い
う
偉
業
を

成
し
遂
げ
た
植
木
政
明
・
副
首
席
師
範
に
登
場
頂
い
た
。

会員のために重い口を
開いてくれた植木政
明・副主席師範。1939
年生まれ、東京都出身。
亜細亜大学卒業後、日
本空手協会入所。八段。

第11回全国大会決勝、植木氏（写真右）
vs 越智氏。
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1

2

3

4

極
め
る
た
め
に
は
、
正
し
い
基
本
的
な
技
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

技
を
目
標
と
す
る
場
所
へ
最
短
時
間
に
最
大
限

の
衝
撃
力
で
爆
発
さ
せ
る
た
め
に
は
、
動
作
を
決

め
る
時
に
全
身
が
同
時
に
緊
張
・
硬
直
し
、
関

節
を
至
適
角
度
で
固
定
さ
せ
た
り
、
技
の
瞬
間

に
力
を
目
標
に
集
中
さ
せ
た
り
、
さ
ら
に
は
射

程
距
離
が
適
正
で
入
射
角
が
直
角
で
あ
っ
た
り
す

る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
要
素
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

極
め
の
完
成
に
至
る
ま
で
の
道
程
は
厳
し
く
、

忍
耐
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に

は
そ
の
高
き
頂
を
目
指
し
邁
進
し
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
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女
子
組
手
の
部

女
子
35
歳
は
昨
年
と
同
様
、

安
藤
陽
子（
埼
玉
）
VS
青
木
麗

子（
総
本
部
）の
決
勝
戦
。
試
合

は
安
藤
が
相
打
ち
か
ら
刻
み
突

き
、
上
段
突
き
を
極
め
、
合
わ

せ
一
本
。
４
連
覇
を
達
成
し

た
。女

子
40
歳
の
決
勝
戦
は
、

芳
賀
友
子
（
東
京
）
VS
清
水

尚
子
（
埼
玉
）。
清
水
が
上
段

突
き
と
中
段
突
き
を
極
め
、

合
わ
せ
て
一
本
。
清
水
は
形

の
部
も
優
勝
し
、
今
大
会
完

全
優
勝
。

女
子
45
歳
の
決
勝
戦
は
、

野
田
留
美
子
（
福
岡
）
VS
南

久
美
子
。
南
の
刻
み
突
き
を

捌
い
て
逆
突
き
を
極
め
た
野

田
が
そ
の
技
あ
り
を
守
り
き

り
、
判
定
で
初
優
勝
。

女
子
50
歳
の
決
勝
戦
は
、

清
水
い
そ
江
（
千
葉
）
VS
古

川
和
代
（
東
京
）。
古
川
が
上

段
突
き
で
技
あ
り
。
さ
ら
に

中
段
突
き
を
極
め
、
合
わ
せ

技
一
本
。
４
年
連
続
の
優
勝

を
達
成
（
こ
の
ク
ラ
ス
で
は

初
優
勝
）。

女
子
55
歳
の
決
勝
戦
は
、
大

坂
恵
子
（
総
本
部
）
VS
澤
田
貞

子
（
千
葉
）。
同
時
に
中
段
突

き
を
放
つ
が
、
審
判
は
澤
田

が
速
い
と
判
定
。
さ
ら
に
上

段
突
き
を
極
め
た
澤
田
が
３

右／女子50歳組手決勝戦は、古川
和代（東京）が突きを連続で極め、
4年連続優勝。

下／女子45歳組手を制した野田留
美子（福岡・写真右）。

上／安藤陽子（埼玉）
は五十四歩大で女子形
35歳優勝し、2年ぶり
に完全優勝を達成。

左／女子35歳組手覇
者の安藤陽子（埼玉・
写真左）。

報

特

会

大
右／女子55歳組手は、澤田貞子（千葉）
が3年ぶりの優勝に輝く。

左／女子40歳組手は清水尚子（埼玉）が
軽快なフットワークからスピードのある
技を繰り出し優勝。

上／清水（写真中央）は、女子形40歳で
も優勝。

主主催●社団法人日本空手協会　　開催場所社団法人日本空手協会　　開催場所●国立オリンピック記念青少年総合センター　　開催日時国立オリンピック記念青少年総合センター　　開催日時●平成平成20年11月29日（土） 主催●社団法人日本空手協会　　開催場所●国立オリンピック記念青少年総合センター　　開催日時●平成20年11月29日（土） 

熟練者

集結！
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男
子
　
組
手
の
部

男
子
40
歳
の
決
勝
戦
は
、
市
原
貞
行
（
千
葉
）

VS
加
福
明
浩
（
青
森
）。
互
い
に
上
段
突
き
を

放
つ
が
、
審
判
は
加
福
の
突
き
が
速
い
と
判
断

し
、
技
あ
り
。
市
原
も
猛
攻
を
仕
掛
け
る
が
、

試
合
終
了
間
際
、
加
福
が
上
段
突
き
を
極
め
、

勝
利
し
た
。

男
子
45
歳
の
決
勝
戦
は
、
石
田
賢
二
（
東
京
）

が
森
正
明
（
石
川
）
に
上
段
突
き
を
２
回
極
め
、

２
連
覇
。

男
子
50
歳
の
決
勝
戦
は
、
笹
沼
充
夫
（
栃
木
）

VS
槌
井
孝
幸
（
東
京
）。
ま
ず
槌
井
が
相
手
を

崩
し
、
上
段
突
き
で
先
制
。
笹
沼
も
中
段
突
き

を
極
め
、
さ
ら
に
跳
び
込
ん
で
い
く
が
、
槌
井

が
見
切
り
、
上
段
突
き
を
極
め
て
、
初
優
勝
。

男
子
55
歳
の
決
勝
戦
は
、
塚
田
友
義
（
茨
城
）

VS
野
崎
努
（
冨
山
）。
塚
田
が
一
瞬
の
隙
を
つ

き
、
突
き
で
技
あ
り
を
奪
う
と
、
こ
れ
を
守
り

き
っ
て
判
定
勝
ち
。
塚
田
は
２
年
ぶ
り
の
優
勝
。

男
子
60
歳
の
決
勝
戦
は
、
大
谷
章
助
（
ス
リ

ラ
ン
カ
）
VS
大
本
敏
信
（
長
野
）。
大
谷
が
気

迫
の
上
段
突
き
を
２
回
極
め
、
合
わ
せ
技
一
本
。

男
子
65
歳
の
決
勝
戦
は
、
澤
田
忠
男
（
千
葉
）

VS
坂
本
隆
文
（
埼
玉
）。
１
―
１
か
ら
、
審
判

の
始
め
の
合
図
と
同
時
に
澤
田
が
仕
掛
け
、
上

上／男子組手40歳の決勝戦は、加福明浩（青
森・写真右）が市原貞行（千葉）に極め、2年ぶ
りの優勝。

左／男子組手70歳の決勝戦は、「今日は体調も
良く、気を落ち着けてやることを心がけていま
した」という吉村保明（静岡・写真左）が勝利。

上／静かな立ち上がりとなった
男子組手55歳の決勝戦は、塚田
友義（茨城・写真左）が勝利。

左／男子組手60歳は、スリラン
カで指導している大谷章助（ス
リランカ）が優勝。「スリランカ
の人達に良い報告ができます」

上／最後まで攻撃の手を緩め
ず、男子45歳組手を制した石
田賢二（東京）。

右／男子50歳組手優勝の槌井
孝幸（東京・写真右）。

左／男子65歳の決勝戦は、澤
田忠男（千葉・写真左）が二年
ぶり４回目の優勝。

段
突
き
を
極
め
て
、
澤
田
が
二
年
ぶ
り
４
回
目

の
優
勝
に
輝
く
。

男
子
70
歳
の
決
勝
戦
は
、
諸
星
保
明
（
静
岡
）

VS
吉
村
国
雄
（
兵
庫
）。
延
長
戦
先
取
り
勝
負

ま
で
も
つ
れ
込
み
、
吉
村
が
諸
星
の
隙
を
つ
く

中
段
前
蹴
り
を
極
め
、
勝
負
あ
り
。



に
対
し
、
中
段
突
き
を
合
わ
せ
た
清
水
が
合
わ

せ
技
一
本
。
埼
玉
県
が
２
―
１
で
勝
利
。
埼
玉

県
が
二
年
連
続
全
国
の
頂
点
に
立
っ
た
。

男
子
　
団
体
戦

男
子
団
体
戦
の
決
勝
戦
は
、
東
京
都
と
千
葉
県
。

先
鋒
戦
、
近
西
（
東
京
）
VS
市
原
（
千
葉
）。
市

原
が
上
段
打
ち
と
中
段
突
き
を
極
め
一
本
勝
ち
。

次
峰
戦
、
石
田
（
東
京
）
VS
小
山
（
千
葉
）

は
、
小
山
が
中
段
突
き
で
技
あ
り
。
さ
ら
に
蹴

り
か
ら
の
上
段
突
き
を
極
め
、
合
わ
せ
技
一
本

で
勝
利
。
千
葉
県
が
大
手
を
か
け
る
。

中
堅
戦
は
形
勝
負
、
青
木
（
東
京
）
VS
水
谷

（
千
葉
）。
水
谷
が
３
勝
目
を
上
げ
、
こ
の
時
点

で
千
葉
県
の
初
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

試
合
後
、
根
本
功
監
督
は
「
熟
錬
者
大
会
の

為
に
強
化
練
習
を
し
て
き
た
。
千
葉
県
は
優
勝

で
き
る
と
信
じ
て
い
た
」
と
語
っ
た
。
（
報

告
／
総
本
部
）
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女子形45歳を制した
小西康子（福岡）

右／男子形45歳優勝、山
力（神奈川）の雲手。「高校
から空手を始めて今年で30
年。棺桶に入るまで道着を
着ていたい」（山 ）

左／男子形55歳を制した大日
方敏則（新潟）の雲手。「雲
手が好きなので60歳までは雲
手をやりたい」

男子形60歳優勝の折
目哲哉（三多摩）。「10
連覇目指してこれか
らも練習に励みます」

男子50歳優勝の真下
宗司（群馬）

男子形40歳優勝の水
谷大敬（千葉）。「今
年は子供達が来てい
て子供達の応援が力
になりました」（水谷）

右／女子形50歳で優勝し
た若梅陽子（千葉）の五
十四歩小。

下／女子形55歳で優勝した大
坂恵子（総本部）の壮鎮。
「23年ぶりの出場。練習もあ
まり出来なかったし、予選で
も自分の力が発揮できません
でしたが、悔いの残る試合を
したくなかった」（大坂）

下／男子形70歳を制した金
井正成（埼玉）の五十四歩
小。「今後も体が動くかぎり
出場したい」

男子形65歳優勝の池
田成樹（直轄）

右／千葉県選手
団。「これからも
日々努力をし、
来年また優勝目
指してがんばり
たい」（根本）

左／中堅の青木
（写真右）VS 水
谷。形は燕飛。

女
子
　
団
体
戦

男
女
混
合
で
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
昨
年
か

ら
男
女
に
分
か
れ
、
男
子
５
人
制
、
女
子
３
人

制
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
団
体
戦
。
熟
練

者
大
会
特
有
の
ル
ー
ル
で
男
女
と
も
中
堅
戦
は

形
で
勝
敗
が
決
せ
ら
れ
る
。

女
子
団
体
戦
の
決
勝
は
、
埼
玉
県
VS
兵
庫

県
。先

鋒
戦
は
安
藤
（
埼
玉
）
VS
白
水
（
兵
庫
）。

安
藤
が
上
段
突
き
と
中
段
突
き
を
極
め
、
合
わ

せ
技
一
本
で
１
勝
を
上
げ
る
。

中
堅
戦
は
形
勝
負
。
竹
澤
（
埼
玉
）
VS
小
西

（
兵
庫
）
は
小
西
が
勝
ち
、
勝
負
は
大
将
戦
に
。

大
将
戦
は
、
清
水
（
埼
玉
）
VS
野
田
（
兵
庫
）。

ま
ず
上
段
突
き
を
極
め
、
さ
ら
に
野
田
の
突
き

上／大将の清水（写真右）VS
野田。

左／二連覇を達成した埼玉県
チーム。「参加チームが増えて
ビックリした。その中で連覇
できたことが嬉しい」（安藤）

中堅、竹澤 VS 小西。形は燕飛。

先鋒の安藤 VS 白水。

上／先鋒の市原VS 近西。

下／次峰、小山（写真右）VS
石田。

男
女
　
個
人
　
形

特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報
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特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報

棄

棄

棄

棄

棄

棄

棄

棄

棄 棄

棄

棄

宇 治 伸(富 山)
吉 村 国 雄(兵 庫)
桜 場 稔(福 岡)
中 山 洋 明(埼 玉)

相 田 益(茨 城)
中 山 廣 重(長 野)
森 川 憲 輝(神奈川)
安 藤 武 男(総本部)
谷 川 幸 男(千 葉)
塚 田 芳 明(茨 城)
三 浦 一 治(岡 山)

池 田 秀 雄(埼 玉)
南 部 直 広(岐 阜)
市 毛 悟(茨 城)
日 橋 仁(東京三多摩)
小 西 典 幸(総本部)
田 阪 信 一(東 京)
宮 澤 泰 彦(福 島)
大 竹 庄 司(埼 玉)
西 村 浩 行(三 重)
山 﨑 力(神奈川)
アハマド･ベザディ(兵 庫)
伊 藤 浩 一(秋 田)
北 川 秀 幸(東京三多摩)
石 田 賢 司(東 京)
塩 田 卓 央(大 阪)
重 森 高(神奈川)
田 嶋 和賀夫(埼 玉)
本 間 康 博(新 潟)
山 内 立 美(千 葉)
佐 藤 正 純(東 京)
乾 泰 典(栃 木)
相 原 力(東 京)

槌 井 孝 幸(東 京)
庄 司 快 栄(千 葉)
町 田 茂(栃 木)
奥 敏 弘(山 梨)
溝 口 司(岐 阜)
村 津 慶 紀(兵 庫)
永 合 勇(静 岡)
川 元 哲 也(東京三多摩)
山 田 謙 一(北海道)
尾 崎 欽 也(三 重)
森 金 竹 司(石 川)
冨 田 勝(栃 木)
加 藤 正 之(京 都)
仲 善 克(千 葉)
菊 地 英 雄(東 京)
松 岡 明 宏(愛 知)
山 口 泰 成(静 岡)
田 中 浩(新 潟)
見 米 央 光(東京三多摩)
泉 田 多 重(東 京)

小 林 勝(千 葉)
大 島 由 久(総本部)
後 藤 誠 爾(埼 玉)
林 孝 信(東 京)
森 本 新 司(三 重)
川 島 秀 文(静 岡)
中 畑 桂(青 森)
佐 竹 敏 彦(埼 玉)
坂 茂 佳(茨 城)
坂 野 嘉 信(兵 庫)
田名邊 明 治(愛 知)
伊 藤 美 輝(東 京)
白 井 剛(三 菱)
加 福 明 浩(青 森)
中 川 洋 二(岐 阜)
堅 山 龍 一(千 葉)
水 谷 育 得(東 京)
森 川 浩 行(新 潟)
小 林 宏 樹(京 都)
中 園 敬(東京三多摩)
中 村 英 樹(千 葉)
平 本 智(神奈川)
近 西 秀 生(東 京)
坂 本 勝 浩(埼 玉)

長谷川 覚(千 葉)
大 浜 康 伸(奈 良)
迫 田 英 昭(京 都)
平 和 人(三 重)
梅 津 隆 彦(東 京)
成 澤 誠 一(宮 城)
青 木 裕 雅(東 京)
長 谷 智 則(静 岡)
谷 口 耕 三(東京三多摩)
横 山 昌 文(埼 玉)
石 井 正 男(茨 城)

田 嶋 洋 一(神奈川)
根 本 功(千 葉)
桐 生 公 男(総本部)
山 田 康(茨 城)
山 口 澄(東 京)
大 本 敏 信(長 野)
細 田 晴 夫(埼 玉)
藤 田 正 晴(兵 庫)
加 藤 巌(岐 阜)
前 田 誠 治(愛 媛)
松 井 秀 人(神奈川)
江 畠 英 俊(茨 城)
高 橋 和 夫(三 菱)
秋 永 弘(東 京)
城 間 勇 美(アメリカ)
吉 武 幸 則(京 都)

愛 知 県 本 部(愛 知)
茨 城 県 本 部(茨 城)

●３位決定戦

茨 城 県 本 部(茨 城)
静 岡 県 本 部(静 岡)
三 重 県 本 部(三 重)
埼 玉 県 本 部(埼 玉)
千 葉 県 本 部(千 葉)
栃 木 県 本 部(栃 木)
兵 庫 県 本 部(兵 庫)
岐 阜 県 本 部(岐 阜)
神奈川県本部(神奈川)

秋 田 県 本 部(秋 田)
愛 知 県 本 部(愛 知)
京 都 府 本 部(京 都)
総 本 部(総本部)
東 京 都 本 部(東 京)
新 潟 県 本 部(新 潟)
東京三多摩本部(東京三多摩)
石 川 県 本 部(石 川)

都道府県対抗戦（男子）

男子個人組手（70歳以上）
神 野 勝(福 岡)
諸 星 保 明(静 岡)
金 井 正 成(埼 玉)
西 村 弘 道(東 京)

男子個人組手（65歳）
斎 藤 邦 夫(埼 玉)
大 谷 章 助(スリランカ)
池 田 成 樹(三 菱)
澤 田 忠 男(千 葉)
田 村 勝 司(埼 玉)
松 本 博(愛 媛)
大 高 正 雄(茨 城)
茶 谷 繁(東 京)

市 来 徹 夫(福 岡)
四 宮 裕 爾(千 葉)
坂 本 隆 文(埼 玉)
松 浦 清 高(兵 庫)
小 池 信一郎(東京三多摩)
長久保 雅 生(神奈川)
川 澄 治 男(茨 城)
松 井 孝 洋(青 森)

大 谷 章 助(スリランカ)
猪 俣 和 男(総本部)
遠 藤 京 二(埼 玉)
篠 崎 剛(愛 媛)
甘 利 澄 夫(長 野)
飯 村 三 郎(茨 城)
千 葉 常 昌(東 京)
古宇田 巌(千 葉)

男子個人組手（60歳）

中 島 暁 峰(熊 本)
山 本 英 一(兵 庫)
藤 田 実(静 岡)
井 上 秀 雄(埼 玉)
長谷川 光 明(福 井)
榊 原 利 明(東 京)
浅 野 兼 章(東 京)
片 野 裕(秋 田)
小 川 博 司(東京三多摩)
渡 辺 公 夫(千 葉)
岩 本 武 典(三 重)
千 葉 啓 一(北海道)

男子個人組手（55歳）
谷 口 孝 雄(石 川)
有 馬 保 彦(東 京)
太田原 健(三 菱)
塚 田 友 義(茨 城)
張 黎 民(総本部)
小 鹿 明 彦(埼 玉)
堀 田 実(長 野)
中 山 積(静 岡)
田 中 康 雄(東 京)
石 黒 吉 則(神奈川)
横須賀 秀 夫(千 葉)

塚 原 仁 志(山 梨)
佐々木 潔(東 京)
ピーター･ジントロ(イギリス)
河 野 明 正(千 葉)
和 泉 時 雄(石 川)
岩 崎 正 雄(静 岡)
濱 勝 二(神奈川)
池 田 欣 也(三 菱)
森 田 昌 秋(東 京)
岩 田 純 明(栃 木)
村 田 和 則(三 重)
村 井 正 美(京 都)
高 野 喜代司(埼 玉)
高 橋 邦 也(東 京)
岡 部 登美雄(愛 媛)
野 崎 努(富 山)
市 川 伯 人(千 葉)
佐 野 利 雄(静 岡)
相 良 考 作(秋 田)
ボリグ･ランディ(兵 庫)
清 水 高 士(千 葉)
根 本 洋 三(福 島)
伊 藤 俊 雄(静 岡)
岡 田 義 信(東 京)

薄 義 明(東 京)
深 見 彰(京 都)
緒 方 健 志(埼 玉)
笹 沼 充 夫(栃 木)
古 宮 浩 二(千 葉)
榊 原 勝 則(山 梨)
渡 邊 昌 明(静 岡)
松 田 輝 道(栃 木)
坂 本 春 男(三 重)
大和田 正 敏(千 葉)
上 岡 光 夫(静 岡)
大 槻 俊 一(総本部)
浅 井 嘉 彦(神奈川)
酒 井 久 志(栃 木)
青 木 茂(三 菱)
小 山 孝 一(千 葉)
岡 田 吉 彦(茨 城)
堀 栄 二(東京三多摩)
山 本 哲 夫(東 京)
亀 井 正 俊(大 阪)

男子個人組手（50歳）

男子個人組手（45歳）
田 近 正 樹(千 葉)
松 本 弘 美(埼 玉)
桜 井 均(兵 庫)
岡 部 明(栃 木)
新 恭 三(三 菱)
檀 原 郁 雄(長 野)
森 正 明(石 川)
井 上 雅 司(岐 阜)
岩 佐 直 樹(神奈川)
朝比奈 裕 之(埼 玉)
内 山 和 俊(東 京)
斎 藤 薫(東京三多摩)
山 本 一 男(山 梨)
国 広 浩 樹(愛 知)
宇 野 孝 之(兵 庫)
佐々木 秀 悦(東 京)
木 村 諭(大 阪)
古 賀 昭 仁(東 京)
北 野 雅 史(埼 玉)
杉 本 英 明(秋 田)
程 原 正 博(神奈川)
平 本 英 一(茨 城)

宮 田 昌 彦(青 森)
市 原 貞 行(千 葉)
片 岡 敬 一(東 京)
矢 澤 正 尚(埼 玉)
川 田 五輪治(栃 木)
岡 元 高 明(広 島)
水 谷 大 敬(千 葉)
田 中 丈 晴(静 岡)
清 家 豊 治(兵 庫)
大 芝 哲(東京三多摩)
早 川 武 志(埼 玉)
伊 藤 克 巳(東 京)

男子個人組手（40歳）
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甲 地 伯 吏(静 岡)
坂 本 隆 文(埼 玉)

澤 田 忠 男(千 葉)
大 高 正 雄(茨 城)
松 浦 清 高(兵 庫)

村 津 慶 紀(兵 庫)
渡 邊 昌 明(静 岡)

DAVID HOOPER(総本部)
酒 井 久 志(栃 木)
古 宮 浩 二(千 葉)

大和田 正 敏(千 葉)
松 田 輝 道(栃 木)
浅 井 嘉 彦(神奈川)
坂 本 春 男(三 重)
溝 口 司(岐 阜)

深 見 彰(京 都)
榊 原 勝 則(山 梨)
川 元 哲 也(東京三多摩)
緒 方 健 志(埼 玉)
薄 義 明(東 京)

奥 敏 弘(山 梨)
槌 井 孝 幸(東 京)
松 岡 明 宏(愛 知)
加 藤 正 之(京 都)
青 木 茂(三 菱)

真 下 宗 司(群 馬)
岡 田 吉 彦(茨 城)
森 金 竹 司(石 川)
冨 田 勝(栃 木)
庄 司 快 栄(千 葉)

山 田 謙 一(北海道)
大 槻 俊 一(総本部)
田 中 浩(新 潟)
尾 崎 欽 也(三 重)
仲 善 克(千 葉)

山 内 立 美(千 葉)
山 﨑 力(神奈川)
乾 泰 典(栃 木)
佐々木 秀 悦(東 京)
塩 田 卓 央(大 阪)
大 竹 庄 司(埼 玉)
南 部 直 広(岐 阜)
宮 澤 泰 彦(福 島)
内 山 和 俊(東 京)
宇 野 孝 之(兵 庫)
杉 本 英 明(秋 田)
国 広 浩 樹(愛 知)
平 本 英 一(茨 城)
本 間 康 博(新 潟)
阪 本 建 嗣(東 京)
日 橋 仁(東京三多摩)
田 嶋 和賀夫(埼 玉)
新 恭 三(三 菱)

重 森 高(神奈川)
田 阪 信 一(東 京)
小 西 典 幸(総本部)
池 田 秀 雄(埼 玉)
小 穴 英 夫(長 野)

北 野 雅 史(埼 玉)
アハマド･ベザディ(兵 庫)
藤 原 俊 哉(愛 知)
相 原 力(東 京)
岡 部 明(栃 木)
粂 田 裕 之(京 都)

市 毛 悟(茨 城)
程 原 正 博(神奈川)
木 村 諭(大 阪)
西 村 浩 行(三 重)
石 田 賢 司(東 京)
井 上 雅 司(岐 阜)

森 正 明(石 川)
田 近 正 樹(千 葉)
古 賀 昭 仁(東 京)
檀 原 郁 雄(長 野)
朝比奈 裕 之(埼 玉)
岩 佐 直 樹(神奈川)

早 川 武 志(埼 玉)
中 園 敬(東京三多摩)
宮 田 昌 彦(青 森)
伊 藤 克 巳(東 京)
小 林 勝(千 葉)

小 林 宏 樹(京 都)
中 村 英 樹(千 葉)
成 澤 誠 一(宮 城)
橋 本 光 生(三 重)
梅 津 隆 彦(東 京)

清 家 豊 治(兵 庫)
迫 田 英 昭(京 都)
中 川 洋 二(岐 阜)
矢 澤 正 尚(埼 玉)
近 西 秀 生(東 京)
森 川 浩 行(新 潟)

林 孝 信(東 京)
石 井 正 男(茨 城)
大 芝 哲(東京三多摩)
横 山 昌 文(埼 玉)
中 畑 桂(青 森)
長 谷 智 則(静 岡)

伊 藤 美 輝(東 京)
大 島 由 久(総本部)
川 島 秀 文(静 岡)
平 本 智(神奈川)
平 和 人(三 重)
坂 本 勝 浩(埼 玉)

丸 岡 昭 彦(神奈川)
後 藤 誠 爾(埼 玉)
市 原 貞 行(千 葉)
加 福 明 浩(青 森)
青 木 裕 雅(東 京)
谷 口 耕 三(東京三多摩)

川 澄 治 男(茨 城)
白 井 京 二(千 葉)

斎 藤 邦 夫(埼 玉)
池 田 成 樹(三 菱)
小 池 信一郎(東京三多摩)

茶 谷 繁(東 京)
松 本 博(愛 媛)
小 沢 英 夫(東京三多摩)

市 来 徹 夫(福 岡)
長久保 雅 生(神奈川)
千代間 茂 之(埼 玉)

前 田 誠 治(愛 媛)
遠 藤 京 二(埼 玉)
吉 武 幸 則(京 都)
桐 生 公 男(総本部)

山 口 澄(東 京)
森 川 憲 輝(神奈川)
篠 崎 剛(愛 媛)
細 田 晴 夫(埼 玉)

森 川 智 之(総本部)
城 間 勇 美(アメリカ)
樽木野 弘 幸(東 京)
飯 村 三 郎(茨 城)

千 葉 常 昌(東 京)
谷 川 幸 男(千 葉)
矢 口 陽 一(東京三多摩)
山 田 康(茨 城)

PETER ZIMMATORE(イギリス)
藤 田 正 晴(兵 庫)
相 田 益(茨 城)
瀬 戸 謙 介(東 京)
松 井 秀 人(神奈川)

塚 田 芳 明(茨 城)
根 本 功(千 葉)
市 橋 拓 三(新 潟)
秋 永 弘(東 京)
高 橋 和 夫(三 菱)

加 藤 巌(岐 阜)
猪 俣 和 男(総本部)
田 嶋 洋 一(神奈川)
江 畠 英 俊(茨 城)

折 目 哲 哉(東京三多摩)
甘 利 澄 夫(長 野)
三 浦 一 治(岡 山)
古宇田 巌(千 葉)

中 野 秀 雄(東京三多摩)
藤 田 実(静 岡)
横須賀 秀 夫(千 葉)
相 良 考 作(秋 田)
高 橋 邦 也(東 京)
野 崎 努(富 山)
塚 原 仁 志(山 梨)

和 泉 時 雄(石 川)
渡 辺 公 夫(千 葉)
鈴 木 孝 夫(東京三多摩)
浅 野 兼 章(東 京)
村 田 和 則(三 重)
濱 勝 二(神奈川)
千 葉 啓 一(北海道)

塚 田 友 義(茨 城)
有 馬 保 彦(東 京)
小日向 敏 則(新 潟)
石 黒 吉 則(神奈川)
堀 田 実(長 野)
小 鹿 明 彦(埼 玉)

山 本 英 一(兵 庫)
風 間 健(新 潟)
村 井 正 美(京 都)
片 野 裕(秋 田)
佐 野 利 雄(静 岡)
佐々木 潔(東 京)

岩 田 純 明(栃 木)
長谷川 光 明(福 井)
河 野 明 正(千 葉)
高 野 喜代司(埼 玉)
田 中 康 雄(東 京)
岩 崎 正 雄(静 岡)

岩 本 武 典(三 重)
岡 部 登美雄(愛 媛)
池 田 欣 也(三 菱)
櫻 井 泰 夫(静 岡)
市 川 伯 人(千 葉)
岡 田 義 信(東 京)

小 山 孝 一(千 葉)
亀 井 正 俊(大 阪)
笹 沼 充 夫(栃 木)
永 合 勇(静 岡)

櫻 井 信 之(神奈川)
見 米 央 光(東京三多摩)
山 本 哲 夫(東 京)
上 岡 光 夫(静 岡)
町 田 茂(栃 木)

伊 藤 浩 一(秋 田)
大 野 広 光(福 島)
佐 藤 正 純(東 京)
山 本 一 男(山 梨)
桜 井 均(兵 庫)
斎 藤 薫(東京三多摩)

優
勝
●
水
谷
大
敬

2
位
●
橋
本
光
生

3
位
●
市
原
貞
行

谷 口 孝 雄(石 川)
ボリグ･ランディ(兵 庫)
小 川 博 司(東京三多摩)
榊 原 利 明(東 京)
伊 藤 俊 雄(静 岡)
井 上 秀 雄(埼 玉)

橋 本 洋 三(福 島)
小 沢 博 文(東京三多摩)
清 水 高 士(千 葉)
中 山 積(静 岡)
張 黎 民(総本部)
森 田 昌 秋(東 京)

男子個人形（55歳）

田 村 勝 司(埼 玉)
四 宮 裕 爾(千 葉)

優
勝
●
金
井
正
成

中 山 洋 明(埼 玉)

諸 星 保 明(静 岡)

宇 治 伸(富 山)

桜 場 稔(福 岡)

金 井 正 成(埼 玉)

吉 村 国 雄(兵 庫)

神 野 勝(福 岡)

西 村 弘 道(東 京)

男子個人形（70歳以上）

優
勝
●
池
田
成
樹

松 井 孝 洋(青 森)
大 谷 章 助(スリランカ)

男子個人形（65歳）

優
勝
●
折
目
哲
哉

2
位
●
根
本

功

3
位
●
藤
田
正
晴

男子個人形（60歳）

優
勝
●
小
日
向
敏
則

2
位
●
櫻
井
泰
夫

3
位
●
横
須
賀
秀
夫

男子個人形（50歳）

優
勝
●
真
下
宗
司

2
位
●
小
山
孝
一

3
位
●
田
中

浩

男子個人形（45歳）

優
勝
●
山
﨑

力

2
位
●
大
野
広
光

3
位
●
岡
部

明

川 田 五輪治(栃 木)
水 谷 大 敬(千 葉)
坂 茂 佳(茨 城)
片 岡 敬 一(東 京)
岡 元 高 明(広 島)
大 浜 康 伸(奈 良)

田 中 丈 晴(静 岡)
水 谷 育 得(東 京)
坂 野 嘉 信(兵 庫)
佐 竹 敏 彦(埼 玉)
長谷川 覚(千 葉)
森 本 新 司(三 重)

男子個人形（40歳）

②

③

③

②
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若 梅 陽 子(千 葉)

古 川 和 代(東 京)

恩 田 貴代美(神奈川)

高 田 正 子(埼 玉)

小 池 正 子(東京三多摩)

四 宮 弥 生(千 葉)

大 坂 恵 子(総本部)

森 口 幸 子(静 岡)

古 川 和 代(東 京)

村 津 眞理子(兵 庫)

若 梅 陽 子(千 葉)

奥 村 美千代(京 都)

安 保 祥 子(神奈川)

野 田 留美子(福 岡)

加 納 雅 子(千 葉)

市 毛 美幸子(茨 城)

高 野 康 子(東京三多摩)

奥 村 美千代(京 都)

山 田 かね子(岐 阜)

日 橋 美浦子(東京三多摩)

村 上 ひろ美(京 都)

小 西 康 子(福 岡)

木 戸 康 子(東 京)

館 野 敏 子(茨 城)

田 中 政 子(千 葉)

加 納 雅 子(千 葉)

長谷川 由 美(兵 庫)

神 田 京 子(茨 城)

飯 島 明 石(茨 城)

中 澤 悦 子(東 京)

後 藤 佳 代(静 岡)

大嶽パパジアン裕子(総本部)

野 田 留美子(福 岡)

佐 藤 順 子(千 葉)

市 毛 美幸子(茨 城)

小 倉 恭 子(東京三多摩)

安 保 祥 子(神奈川)

菊 地 たか子(新 潟)

竹 澤 孝 美(埼 玉)

平 野 正 美(茨 城)

落 合 ひとみ(静 岡)

磯 部 美弥子(千 葉)

香 取 彩 夏(神奈川)

安 藤 和 恵(東京三多摩)

工 藤 みゆき(東 京)

上 野 純 子(兵 庫)

勝 亦 千香子(静 岡)

長谷川 末 利(千 葉)

笹 沼 いづみ(栃 木)

林 他恵子(石 川)

坂 ひとみ(茨 城)

斎 藤 昌 子(東京三多摩)

小 林 三 帰(北海道)

山 田 久美子(岐 阜)

西 田 美由紀(京 都)

山 口 明 美(栃 木)

濱 尾 麻 知(静 岡)

阪 下 明 子(東 京)

清 水 尚 子(埼 玉)

井 上 みゆき(北海道)

大 川 三恵子(千 葉)

山 口 久 美(栃 木)

川 路 飛 鳥(千 葉)

平 田 かおり(静 岡)

安 藤 陽 子(埼 玉)

青 木 麗 子(総本部)

宮 本 洋 子(静 岡)

氏 家 とも子(茨 城)

樋 野 理 香(総本部)

白 水 要 子(福 岡)

勝 又 里 香(静 岡)

岡 崎 ゆかり(兵 庫)

小 出 由里子(千 葉)

南 康 子(石 川)

Mostag Marie(総本部)

宮 前 美和子(東 京)

高 野 康 子(東京三多摩)

村 上 ひろ美(京 都)

長谷川 由 美(兵 庫)

椎 名 元 子(千 葉)

飯 島 明 石(茨 城)

木 戸 康 子(東 京)

小 西 康 子(福 岡)

南 久美子(千 葉)

神 田 京 子(茨 城)

佐 藤 順 子(千 葉)

山 田 かね子(岐 阜)

都道府県対抗戦（女子）
京 都 府 本 部(京 都)

福 岡 県 本 部(福 岡)

総 本 部(総本部)

岐 阜 県 本 部(岐 阜)

千 葉 県 本 部(千 葉)

兵 庫 県 本 部(兵 庫)

茨 城 県 本 部(茨 城)

静 岡 県 本 部(静 岡)

神奈川県本部(神奈川)

栃 木 県 本 部(栃 木)

埼 玉 県 本 部(埼 玉)

東 京 都 本 部(東 京)

東京三多摩本部(東京三多摩)

石 川 県 本 部(石 川)

●３位決定戦

兵 庫 県 本 部(兵 庫)

東 京 都 本 部(東 京)

優
勝
●
清
水
尚
子

2
位
●
西
田
美
由
紀

3
位
●
磯
部
美
弥
子

女子個人形（40歳）

女子個人形（35歳）
寺 田 亮 子(石 川)

塗 谷 恵(東 京)

優
勝
●
安
藤
陽
子

2
位
●
岡
崎
ゆ
か
り

3
位
●
南

康
子

優
勝
●
小
西
康
子

2
位
●
菊
地
た
か
子

3
位
●
野
田
留
美
子

女子個人形（45歳）

女子個人形（55歳以上）
甘 利 千賀子(長 野)

室 屋 昌 恵(東京三多摩)

福 永 信 子(神奈川)

澤 田 貞 子(千 葉)

伊 藤 真智子(埼 玉)

四 宮 弥 生(千 葉)

久 住 泰 子(兵 庫)

優
勝
●
大
坂
恵
子

伊 熊 ゆかり(静 岡)

赤 羽 香 織(埼 玉)

優
勝
●
若
梅
陽
子

清 水 いそ江(千 葉)

村 津 眞理子(兵 庫)

古 田 祐 子(東京三多摩)

富 川 一 恵(千 葉)

森 口 幸 子(静 岡)

女子個人形（50歳）

大 坂 恵 子(総本部)

鈴 木 朝 子(東京三多摩)

渡 邊 まり子(イギリス)

石 神 和 子(兵 庫)

根 本 真里子(千 葉)

古 賀 百合子(千 葉)

吉 田 美 和(長 野)

女子個人組手（35歳）
青 木 麗 子(総本部)

赤 羽 香 織(埼 玉)

白 水 要 子(福 岡)

塗 谷 恵(東 京)

伊 熊 ゆかり(静 岡)

平 田 かおり(静 岡)

寺 田 亮 子(石 川)

川 路 飛 鳥(千 葉)

Mostag Marie(総本部)

宮 本 洋 子(静 岡)

髙 木 清 子(栃 木)

石 川 靖 子(東 京)

氏 家 とも子(茨 城)

南 康 子(石 川)

小 出 由里子(千 葉)

岡 崎 ゆかり(兵 庫)

樋 野 理 香(総本部)

安 藤 陽 子(埼 玉)

勝 亦 千香子(静 岡)

大 川 三恵子(千 葉)

笹 沼 いづみ(栃 木)

平 野 正 美(茨 城)

斎 藤 昌 子(東京三多摩)

西 田 美由紀(京 都)

竹 澤 孝 美(埼 玉)

林 他恵子(石 川)

芳 賀 友 子(東 京)

長谷川 末 利(千 葉)

井 上 みゆき(北海道)

落 合 ひとみ(静 岡)

上 野 純 子(兵 庫)

清 水 尚 子(埼 玉)

山 田 久美子(岐 阜)

磯 部 美弥子(千 葉)

香 取 彩 夏(神奈川)

坂 ひとみ(茨 城)

濱 尾 麻 知(静 岡)

小 林 三 帰(北海道)

山 口 明 美(栃 木)

安 藤 和 恵(東京三多摩)

女子個人組手（40歳）

女子個人組手（45歳）
日 橋 美浦子(東京三多摩)

田 中 政 子(千 葉)

館 野 敏 子(茨 城)

中 澤 悦 子(東 京)

後 藤 佳 代(静 岡)

女子個人組手（50歳）
富 川 一 恵(千 葉)

高 田 正 子(埼 玉)

清 水 いそ江(千 葉)

小 池 正 子(東京三多摩)

女子個人組手（55歳以上）
室 屋 昌 恵(東京三多摩)

吉 田 美 和(長 野)

久 住 泰 子(兵 庫)

根 本 真里子(千 葉)

福 永 信 子(神奈川)

澤 田 貞 子(千 葉)

鈴 木 朝 子(東京三多摩)

③

②

③

②
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平
成
20
年
度
秋
季
関
東
学
生
会
定
期
リ
ー
グ
戦

日
時
●
平
成
20
年
11
月
２
日
（
日
）

主
催
●
社
団
法
人
日
本
空
手
協
会
関
東
学
生
会

会
場
●
千
葉
工
業
大
学
芝
園
キ
ャ
ン
パ
ス
　
　
協
力
●
社
団
法
人
日
本
空
手
協
会
・
大
学
O
B
連
合
会

男
子
　
個
人
戦

85
名
で
行
わ
れ
た
男
子
個
人
戦
は
、
緒
戦
か

ら
一
本
勝
負
ら
し
い
、
緊
張
感
溢
れ
る
間
合
い

の
駆
け
引
き
が
展
開
さ
れ
た
。

準
決
勝
に
進
ん
だ
４
名
は
、
俵
息
吹
（
国
士

舘
）、
木
村
直
樹
（
電
大
Ⅱ
）、
兼
松
僚
（
千
工

大
）、
坂
藤
清
太
郎
（
国
士
舘
）。

準
決
勝
第
一
試
合
、
先
に
行
わ
れ
た
団
体
戦

で
負
傷
し
て
い
た
俵
で
あ
っ
た
が
、
積
極
的
な

組
手
を
展
開
し
、

下
が
ら
ず
に
出
合

い
の
上
段
で
合
わ

せ
て
く
る
木
村
に

２
―
１
で
勝
利
。

第
二
試
合
は

小
柄
な
兼
松
が

主
導
権
を
握
り
、

上
段
と
中
段
を

使
い
分
け
る
組

手
で
坂
藤
に
勝
利
し
た
。

俵
と
兼
松
の
決
勝
戦
は
、
序
盤

は
互
い
の
出
方
を
伺
っ
て
い
た

が
、
中
盤
に
な
る
と
激
し
い
攻
防

と
な
っ
た
。
ま
ず
兼
松
の
上
段
突

き
を
俵
が
見
切
っ
て
カ
ウ
ン
タ
ー

を
返
す
と
、
兼
松
も
負
け
じ
と
連

続
技
で
技
あ
り
。
最
後
は
「
団
体

戦
で
は
調
子
が
出
な
か
っ
た
が
、

「
メ
ン
バ
ー
の
声
援
で
頑
張
れ
た
」

と
い
う
俵
が
連
続
技
で
攻
撃
し
、

兼
松
が
下
が
っ
た
と
こ
ろ
へ
上
段

突
き
を
極
め
て
優
勝
し
た
。

女
子
　
個
人
戦

春
季
よ
り
も
参
加
人
数
が
約
20
人
増
え
た
女

子
個
人
戦
（
61
名
が
参
加
）。
ベ
ス
ト
４
に
は
深

作
世
里
乃
（
駒
澤
）
青
島
舞
衣
（
大
正
）、
高
谷

郁
子
（
大
正
）、
押
鐘
優
美
（
駒
澤
）
が
進
出
。

春
季
同
様
に
駒
澤
VS
大
正
の
図
式
と
な
っ
た
。

第
一
試
合
の
深
作
VS
青
島
は
、
青
島
が
今
年

の
全
国
大
会
で
（
形
の
部
）
３
位
入
賞
の
深
作

を
軽
や
か
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
翻
弄
し
、
２
―

０
で
下
す
。

第
二
試
合
の
高
谷
VS
押
鐘
は
、
ス
ピ
ー
ド
あ

る
攻
撃
を
出
す
高
谷
に
対
し
、
長
身
の
押
鐘
が

前
に
出
て
上
段
突
き
を
合
わ
せ
、
勝
利
。

青
島
VS
押
鐘
の
決
勝
戦
は
、
開
始
早
々
上
段

突
き
で
青
島
が
技
あ
り
。
し
か
し
攻
撃
が
浅
く

な
っ
た
と
こ
ろ
を
押
鐘
に
上
段
突
き
で
ポ
イ
ン

ト
を
取
ら
れ
、
１
―
１
。
す
る
と
徐
々
に
押
鐘

の
ペ
ー
ス
と
な
り
、
上
段
の
差
し
合
い
で
は
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
速
か
っ
た
押
鐘
が
技
あ
り
を
奪

い
、
合
わ
せ
て
一
本
。
押
鐘
は
春
期
リ
ー
グ
３

位
の
雪
辱
を
晴
ら
し
て
優
勝
し
た
。

男
子
＆
女
子

1
部
リ
ー
グ
戦

優
勝
候
補
は
、
学
連
の
関
東
で
負
け
な
し
の

駒
澤
大
と
、
春
季
で
そ
の
駒
澤
大
を
内
容
差
で

下
し
た
国
士
舘
大
。
こ
の
２
校
が
開
会
式
終
了

後
い
き
な
り
ぶ
つ
か
っ
た
。
両
校
と
も
に
１
、

２
年
生
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
構
成
の
た
め
、

思
い
切
っ
た
試
合
が
展
開
さ
れ
た
。

先
鋒
は
駒
澤
・
佐
藤
が
長
身
を
生
か
し
た
上

段
突
き
で
勝
利
。
チ
ー
ム
に
勢
い
を
つ
け
る
と
、

続
く
メ
ン
バ
ー
も
上
段
と
中
段
を
使
い
分
け
、
４

―
１
で
駒
澤
が
勝
利
。
そ
の
後
も
駒
澤
と
国
士

舘
は
全
勝
し
た
結
果
、
駒
澤
の
優
勝
と
な
っ
た
。

駒
澤
の
先
鋒
・
佐
藤
は
「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
出

ず
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
だ
っ
た
が
、
み
ん
な
良
い

動
き
で
よ
か
っ
た
」
と
試
合
を
振
り
返
っ
た
。

女
子
１
部
リ
ー
グ
で
は
毎
回
優
勝
争
い
を
繰

り
広
げ
る
大
正
大
、
国
士
舘
大
、
駒
澤
大
。
そ

の
中
で
も
今
期
調
子
が
良
か
っ
た
の
が
国
士
館
。

先
手
を
積
極
的
に
取
る
組
手
で
大
正
、
駒
澤
を

敗
り
、
国
士
舘
が
優
勝
を
手
中
に
し
た
（
２

位
・
大
正
、
３
位
・
駒
澤
）。

１＆２年生が底力を見せ
た駒澤大。大将を務めた2
年の阿久津は「１・2年生
のチームで勝つことで自
信が持てた」と話した。

「一戦一戦落ちついて試合が出来た。大学の仲間の声援が
あって力になった」と試合後に振り返った押鐘優美（駒澤）。

上／毎回熱戦が繰り広げ
られる入れ替え戦からも
目が離せない。

右／満身創痍の中、男子
個人組手優勝を果たした
俵（国士舘）。

去
る
11
月
2
日
千
葉
工
業
大
学
に
て
、
社
団
法
人
日
本
空
手
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
大
学
生

（
参
加
25
校
、
3
1
8
名
）に
よ
っ
て
、
春
・
秋
恒
例
の
関
東
学
生
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
た
。

特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報



男
子
　
3
部
リ
ー
グ
戦
＆

入
れ
替
え
戦

男
子
３
部
リ
ー
グ
戦
の
見
ど
こ
ろ
は
、
今
回

か
ら
参
戦
し
た
名
門
・
拓
殖
大
。
近
年
で
は
学

連
の
大
会
で
も
上
位
入
賞
の
常
連
校
で
あ
る
。

３
部
の
試
合
は
12
校
で
行
わ
れ
、
A
・
B
・

C
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、

各
々
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
位
２
校
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
で
優
勝
が
争
わ
れ
た
。

注
目
の
拓
殖
大
は
B
ブ
ロ
ッ
ク
。
初
戦
の
独
協

大
に
快
勝
。
続
く
足
利
工
業
大
戦
に
３
―
２
と
辛

勝
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
試
合
で
も
勝
利
し
、

１
位
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
出
場
を
決
め
た
。

A
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
東
京
電
機
大
二
部
が
気
合
の

入
っ
た
「
下
が
ら
な
い
」
組
手
を
し
て
１
位
通
過
。

C
ブ
ロ
ッ
ク
は
亜
細
亜
大
が
１
位
通
過
し
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
決
勝
は
、
拓
殖
大
VS
東

京
電
気
大
二
部
の
対
戦
と
な
り
、
ま
る
で
相
撲

の
ぶ
つ
か
り
稽
古
を
見
て
い
る
よ
う
な
当
た
り

の
強
い
、
下
が
ら
な
い
組
手
と
な
っ
た
。
先
鋒
、

次
鋒
、
中
堅
を
拓
殖
大
が
勝
利
し
、
優
勝
を
決

め
る
も
、
電
大
二
部
も
意
地
を
見
せ
、
副
将
、

大
将
を
取
り
返
し
た
。

優
勝
し
た
拓
殖
大

の
桑
名
と
中
田
は

「
拓
大
と
し
て
久
々
に

伝
統
あ
る
リ
ー
グ
戦

出
場
で
緊
張
し
た
。

優
勝
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
一
部
に
上
が
り

優
勝
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」
と
語

っ
た
。

入
れ
替
え
戦
は
、

青
山
学
院
大
が
関
東

― 11 ―

男
子
＆
女
子
2
部
リ
ー
グ
戦

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
試
合
内
容
が
徐
々
に

良
く
な
っ
て
い
る
男
子
２
部
リ
ー
グ
は
、
１
部

の
試
合
と
比
べ
て
も
見
劣
り
し
な
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

男
子
の
注
目
は
、
２
部
降
格
後
、
リ
ー
グ
優

勝
は
す
る
も
の
の
入
れ
替
え
戦
で
後
一
歩
と
い

う
と
こ
ろ
で
敗
れ
、
長
く
２
部
リ
ー
グ
に
留
ま

っ
て
い
る
青
山
学
院
大
。
今
回
の
大
会
で
も
実

力
を
発
揮
し
て
順
当
に
勝
ち
上
が
り
、
見
事
リ

ー
グ
優
勝
を
果
た
し
た
。

13
の
大
学
、
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
争
わ
れ
た

女
子
２
部
リ
ー
グ
戦
は
、
男
子
と
共
に
今
季
か

ら
リ
ー
グ
戦
復
帰
を
果
た
し
た
拓
殖
大
が
、
A

ブ
ロ
ッ
ク
で
優

勝
。
そ
の
後
の
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で

も
決
勝
戦
で
筑
波

大
医
学
部
に
１
―

１
か
ら
大
将
戦
で

勝
利
し
、
見
事
二

部
リ
ー
グ
で
優
勝

を
果
た
し
た
。
三

位
に
は
上
智
大
が

入
賞
し
た
。

■ 男子１部リーグ戦
①駒澤大　②国士舘大　③大正大　④東京経済大
⑤千葉工業大

■ 男子２部リーグ戦
①青山学院大　②防衛大　③高崎経済大　④自治医科大
⑤日本大農獣医学部　⑥筑波大医学部

■ 男子3部リーグ戦
①拓殖大　②東京電機大二部　③首都大学東京
④亜細亜大

■ 女子1部リーグ戦
①国士舘大　②大正大　③駒澤大学　④青山学院大
⑤千葉工業大　⑥東京経済大

■ 女子２部リーグ戦
①拓殖大　②筑波大医学部　③上智大　④獨協大

■ 男子個人戦
①俵息吹（国士舘） ②兼松僚（千工大）
③木村直樹（電大Ⅱ）・坂藤清太郎（国士舘）

■ 女子個人戦
①押鐘優美（駒大）②青島舞衣（大正大）
③高谷郁子（大正大）・深作世里乃(駒大)

■ 男子優秀選手
綿貫卓也（駒大）高橋三平（国士舘）橋本昌彦（大正大）

■ 女子優秀選手
高谷郁子（大正大）磯田詩麻（国士舘）川島岬（駒大）

■ 男子入れ替え戦
青山学院大（１部昇格）関東学院大（２部降格）、
拓殖大（２部昇格）筑波大（３部降格）

■ 女子入れ替え戦
拓殖大（１部昇格）東京経済大（２部降格）

学
院
大
の
棄
権

に
よ
り
、
念
願

の
一
部
復
帰
。

三
部
リ
ー
グ

で
優
勝
し
た
注

目
の
拓
殖
大
は

筑
波
大
学
に
勝

利
し
て
二
部
昇

格
。
女
子
で
も

拓
殖
大
が
東
京

経
済
大
に
勝
利

し
、
昇
格
を
果

た
し
た
。
（
報

告
／
総
本
部
）

上／２部は青山学院大が優勝。２位には基本
のしっかりした堅実な組手が持ち味の防衛
大。３位には急速に力を伸ばす高崎経済大。

右／女子２部決勝戦、拓殖大・大将の椎名
が勝ち、優勝を決めた。

右／今大会勢いのよか
った国士舘大のメンバ
ー。

左／拓殖大学には長く
続いた国士舘大学、大
正大学、駒沢大学の三
つ巴の間に割って入る
存在として大いに期待
したい。

大 会 結 果

特
　
集

大
　
会
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9月18日～20日開催！ 
第11回 船越義珍杯 世界空手道選手権大会 

船越義珍杯世界空手道選手権大会って漢字が一
杯並んでいますが、どんな大会なんですか？

海外で学ぶ人たちが参加する世界最大の松濤
館流の大会だよ。だから、漢字が多いのかも
知れないね（笑）。

もし選ばれて、参加することになったら、ボ
クだったらコワいな～

たしかに身長２メートルの選手がたくさんい
るよ。体重100キロ以上の選手も。でも私は全
日本王者だから、君たちの代表でもある。だ
から負けられないよ。得意のきざみ上段突き
を武器に必ず優勝するから、ぜひ見に来て下
さい。

一本勝負については？

かんたんに言えば、たおすか、たおされるか
という一げき必殺の空手だよ。その中にルー
ルがある。だからこそ、相手をうやまい、礼
をつくすことができるんだ。

メッセージをお願いします。

人生はよい時ばかりではない。わるい時だっ
てある。でも、昨日よりも今日、今日よりも
明日の自分とガンバっていれば、見えてくる
ものがあるんだ。私も世界大会に向けて毎日
練習するから、みんなもカゼを引かずにガン
バレよ！
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志水亮介指導員は1980年生まれ
の京都出身。背が高くて、イケ
メンのお兄さんだったよ！

Q1

大隈広一郎 師範
みんなよい意見をのべてくれたね。。先生の意見と
しては、一本勝負はスポーツではなく、ためし合
いの場です。また寸止めではなく、キメの空手な
んだ。ひごろのくんれんによってやしなわれた技
を正確な間合いでキメ、“ざんしん”を取ることが
大切……えっ！？　むずかしいって。ゴメンゴメ
ン。先生、熱くなっちゃたよ（笑）

石川　真衣さん（5級・小５）きをぬくと、すぐにやられちゃう。どきどきするルール。でもぶど～って感じがする。

榎本　大地くん（1級・小６）
お父さんが、「人生は一
本勝負」っていってた
けど、こうかいするな
ってことなのかな～？

成澤　栄
睦くん

（1級・
小４）

空手協会
がつくっ

た体

重むさべ
つの武道

空手

ルールだ
よ。

前田　賢祐くん（6級・小４）どんなに負けていても、１秒あれば、逆転できるスゴイルールです。

飯塚　
明日香

さん

（２級
・中３

）

技有り
×2で

一本。
技

有りは
一本に

はなら
な

かった
けど、

それに
近

い技の
こと！

永野　貞人
くん

（7級・小
２）

一本って、
あいてを一

発でやっつ
けちゃうく

らいのすご
いパンチ＆

キックのこ
とだよ。

A

Q2

A

Q3

A

Q4

A

特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報

（社）日本空手協会は、品格ある青少年育成に努めています。
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ここが
東京にある
総本部だ！

玄関のみぎに
ある受付のお
くをのぞいて
みよう！

みんな道場で
指導をしてい
ない時は、い
ろんな作業を
しています！

今回は特別
に中原伸之
会長の部屋
にコッソリ
入ってみる。

あっ、中原会
長！怒られる
かと思ったら、
笑顔で迎えて
くれました！

特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報



実はわたし（中原伸之会長）も50年ほど前イジメられたことが
あるんだ。
都会からいなかに引っこした時、仲間はずれにされて、いじめ
られたんだよ。
だからこそ、イジメられている人の気持ちが分かるし、イジメ
は社会全体の大きな問題だとわたしは思っているんだ。
この問題を解決するためには、学校や家庭、地域が一体となる必要がある。
だから、社団法人「日本空手協会」も空手のベテラン指導員らが24時間体制で
イジメの電話相談を受ける「いじめ相談空手ホットライン」を開設したんだ。
ちょっとの勇気でまわりのみんなもかわってくるはず！　一人でなやむより、
まず電話してみよう！

● 専用電話／03（5800）2010

カカトがものすごくいたくてこまっています。

今月の回答者は、忠鉢考治・けんしゅう生です。

ふみ込んだ時にドンドンと音がする人がカカト

をいためやすいですね。

病院に行ったら、腱鞘炎（けんしょうえん）と

か足底筋膜炎（そくていきんまくえん）と診断

され、いたみ止めを打たれたり、シップを張ら

れたり、休むことをススメられます。

でも、治ったとしても、正しい足さばき、ふみ

こみができていないと、同じ事のくり返し。

すり足＝床をするように動くことを心がければ、カカトをいためる可能性がなくなります。
「痛みの激しい場合や不安なときは専
門医の診断、診察をおススメします」
（忠鉢）

Q

A

「家庭や社会など様々な環境から生じる子ど
もたちの人間関係の未熟さや、ストレスの増
大などがイジメの原因」と語る中原会長。

募集 1 みんなのまわりにいるおもしろい人を紹介して！

募集 2 空手の何がしりたいの？

募集 3 ＪＫＡ キッズ編集部でやって欲しいことは？

〒157-0061 東京都世田谷区北烏山3-8-15 ＪＫＡニュース係

電子メールは、karate301-06 @ yahoo.co.jp だよ！

※小さい子は大人にきこう！

特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報

宛先
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ま
た 

イ
ジ
メ
が 

は
じ
ま
っ
た
…
。 

ボ
デ
ィ
・ 

ブ
ロ
ー
だ
！ 

や
、 

や
め
て
よ 

や
ー
ね
ぇ 

タ
ダ
シ
く
ん 

と
く
い
の 

空
手
で 

や
っ
つ
け
て
よ 

う
、 

う
ん
… 

お
い
　 

や
め
ろ
！ 

や
る
か 空

手
な
ん
か 

ど
う
っ
て
こ
と 

な
い
ぜ 

一
本
勝
負
だ
!!
 

わ
あ
っ 

ど
う
し
て 

当
て
な
い
の 

そ
ん
な
ヤ
ツ 

ぶ
ん
な
ぐ
っ 

ち
ゃ
い
な
よ
！ 

空
手
道
は
、 

暴
力
と
は 

ち
が
う
よ 

オ
レ
の
負
け
だ
、 

も
う
イ
ジ
メ
は 

し
な
い
よ
…
。 

オ
レ
も 

は
ず
か
し
い 

ぼ
う
　
り
ょ
く 

いっぽんしょうぶ 

い
っ
ぽ
ん
　
し
ょ
う  

ぶ 
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エ
ク
ア
ド
ル
、

キ
ト
ー
市
に
て
２

０
０
８
年
10
月
23

〜
24
日
、
井
村
武

憲
師
範
の
セ
ミ
ナ

ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
25
日
に
は
J
K
A
W
F
エ
ク
ア
ド

ル
主
催
の
国
際
大
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

井
村
師
範
は
21
日
に
キ
ト
ー
市
に
到
着
。
ミ
タ

ド
・
デ
ル
・
モ
ン
ド
（
赤
道
の
記
念
パ
ー
ク
）
な
ど
、

数
日
を
キ
ト
ー
市
の
観
光
で
過
ご
し
、
現
地
の
食

事
、
日
本
食
に
舌
鼓
を
打
っ
た
後
、
23
〜
24
日
、

午
前
・
午
後
に
講
習
会
、
段
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
25
日
（
土
）
の
大
会
で
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

ミ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
、
そ
し
て
エ
ク
ア
ド
ル
が
参

加
し
、
在
キ
ト
ー
日
本
大
使
館
か
ら
の
来
賓
も

ご
来
場
さ
れ
ま
し
た
。（
報
告
／
J
K
A
W
F
エ

ク
ア
ド
ル
代
表
ル
ー
ベ
ン
・
フ
ロ
ー
レ
ス
・
ビ
フ

ァ
リ
ニ
／
大
隈
広
一
郎
訳
）

去
る
２
０
０
８
年
11
月
１
〜

５
日
、
リ
ス
ボ
ン
に
て
、
J
K

A
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
合
宿
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
２
５
０
名
の
参

加
者
が
参
加
し
、
①
12
歳
以
下

の
１
０
０
名
　
②
12
歳
以
上
の

１
５
０
名
　
③
有
段
者
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
練
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
初
と
な
る
井
村
武
憲
師
範

の
指
導
で
す
。

基
本
を
中
心
に
、
形
は
鉄
騎
初
段
、
十
手
を

指
導
。
最
終
日
に
は
指
導
者
ク
ラ

ス
に
先
生
の
得
意
形
・
十
手
を
分

解
を
交
え
、
指
導
が
行
わ
れ
ま
し

た
。指

導
を
受
け
た
J
K
A
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
会
員
か
ら
は
「
総
本
部
師

範
か
ら
学
び
、
技
術
の
向
上
を
図

る
機
会
を
得
た
こ
と
を
非
常
に
嬉

し
く
思
い
ま
す
」「
様
々
な
師
範

か
ら
空
手
を
学
ぶ
こ
と
で
会
員
は

深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
人

生
に
も
そ
の
教
え
を
活
か
す
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
」
と
賛
美
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
。（
報
告
／

J
K
A
ポ
ル
ト
ガ
ル
／
大
隈
広
一

郎
訳
）

J
K
A
ス
ェ

ー
デ
ン
は
、
井

村
武
憲
師
範
の

講
習
会
（
J
K

A
ポ
ル
ト
ガ
ル

と
の
共
催
）
を

マ
ル
モ
市
に
て

２
０
０
８
年

11
月
７
日
〜
９
日
、
開
催
し
ま
し
た
。
井
村
師

範
は
力
強
い
基
本
を
中
心
に
形
、
組
手
を
80
名

の
茶
帯
、
黒
帯
の
参
加
者
に
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

井
村
師
範
は
「
形
、
組
手
の
技
術
向
上
に
は

基
本
の
熟
錬
が
不
可
欠
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
は
終
了
後
「
練
習
は
厳
し
か

っ
た
が
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
さ
ら
な
る
向
上

を
目
指
し
、
よ
り
厳
し
く
稽
古
す
る
意
欲
を
頂

き
ま
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。（
報
告
／
テ
ッ

ド
・
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
／
大
隈
広
一
郎
訳
）

２
０
０
８
年
11
月
７
〜
９
日
、

ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
市

の
大
学
体
育
館
に
て
、
総
本
部

よ
り
小
倉
靖
典
師
範
を
招
き
、

国
内
合
宿
を
開
催
し
ま
し
た

（
主
催
／
べ
ル
ギ
ー
J
K
A
・
澤

田
和
弘
）。

第
33
回
目
と
な
る
本
年
は
欧
州
各
国
よ
り
３

０
０
名
以
上
が
参
加
。
気
候
の
方
は
生
憎
の
雨

模
様
で
し
た
が
、
指
導
内
容
は
気
迫
と
充
実
し

上／JKAポルトガルに所属する会員が
集まり、井村師範の指導を受けました。

下／練習後の一杯はどの国でも美味い！

た
指
導
陣
で
、
参
加
者
も
満
足
し
た
と
評
判
を

得
ま
し
た
。

突
き
や
蹴
り
技
、
力
強
い
極
め
技
、
そ
れ
ぞ

れ
レ
ベ
ル
の
違
い
を
実
際
に
示
し
て
、
み
ん
な

に
わ
か
る
指
導
内
容
で
、
基
本
、
形
の
技
の
応

用
と
、
き
め
細
か
く
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

初
段
か
ら
三
段
ま
で
の
昇
段
審
査
も
行
わ

れ
、
60
名
が
受
験
し
ま
し
た
。

伝
統
と
い
う
長
い
時
間
を
か
け
て
、
培
わ
れ

て
き
た
も
の
が
各
国
に
も
あ
り
ま
す
。
文
化
の

違
い
や
考
え
方
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
必
ず

解
り
合
え
る
伝
統
的
な
も
の
で
す
。
そ
れ
が
日

本
空
手
協
会
の
空
手
で
あ
っ
て
良
か
っ
た
と
今

一
度
噛
み
締
め
た
合
宿
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
様
な
交
流
を
、
今
後
も
末
永
く
大
切
に
続
け

て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
報
告
／
日
本
空
手
協
会
海
外
派
遣
指
導
員
・

澤
田
和
弘
）

「井村武憲師範の指導は最高
です。大会も公平、かつ錬
度あるものでした」と語っ
たルーベン氏（写真右から
二番目）。

From
エクアドル

招待指導員は写真の総本部・小倉靖典、英国・太田欣信、ベルギー国内
指導員・ギネオ、ワチョオ、笠島氏。

稽古後の記念撮影。「JKAスェーデンは総本部に高度の空手
の教えに触れる機会を設けていただいたことに感謝します」
とヘドランド氏。

From
ポルトガル

From
ベルギー

From
スウェーデン

特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報
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去
る
平
成
20
年
11
月
９
日
、

四
日
市
市
中
央
緑
地
体
育
館

に
お
い
て
、
尾
方
弘
二
指
導

員
、
粂
田
力
指
導
員
を
お
迎

え
し
て
、
三
重
県
本
部
巡
回

指
導
講
習
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
稽
古
前
に
、
本
年

９
月
６
日
に
不
慮
の
事
故
に

よ
り
、
37
才
と
い
う
若
さ
で

亡
く
な
っ
た
尾
鷲
支
部
の
掃

詰
順
司
君
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
し
、
皆
で
一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
、

続
け
て
掃
詰
君
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
称
え
、

五
段
位
が
息
子
二
人
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
長

男
に
免
状
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
皆
か
ら
暖
か
い

拍
手
が
お
こ
り
、
今
後
も
空
手
を
続
け
、
お
父

さ
ん
の
夢
を
引
き
継
い
で
い
っ
て
く
れ
と
い

う
、
皆
さ
ん
か
ら
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
で
し
た
。

講
習
会
へ
と
移
り
、
午
前
の
部
は
少
年
・
一

般
総
勢
二
百
名
合
同
で
基
本
の
技
術
指
導
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
指
導
内
容
に
つ
い
て
希
望
を
聞

か
れ
た
際
、「
例
年
で
す
と
午
前
は
基
本
で
す

が
」
と
お
答
え
す
る
と
尾
方
指
導
員
は
「
基
本

で
す
ね
」
と
ニ
ヤ
リ
と
さ
れ
た
理
由
が
稽
古
が

始
ま
っ
て
分
か
り
ま
し
た
。
午
前
は
正
確
な
前

屈
立
で
の
正
面
・
半
身
の
繰
り
返
し
行
い
、
午

後
は
少
年
部
を
粂
田
指
導
員
、
一
般
部
を
尾
方

指
導
員
に
わ
か
れ
、
引
き
続
き
基
本
、
組
手
の

技
術
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
部
は
帯
を
使
っ
て
、
前
蹴
り
の
コ
ー
ス

の
確
認
が
念
入
り
に
行
わ
れ
、
尾
方
指
導
員
の

優
し
い
性
格
が
よ
く
分
か
る
技
術
指
導
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
前
蹴
り
を
使
っ
て
の
基
本
組

手
と
な
り
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
も
親
切
に

丁
寧
に
面
白
く
対
応
さ
れ
る
、
指
導
員
の
姿
が

印
象
的
で
あ
り
ま
し
た
。

少
年
部
も
い
つ
も
と

違
う
稽
古
で
戸
惑
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
が
、

い
つ
も
と
違
う
メ
ン
バ

ー
で
の
稽
古
を
、
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
両
先

生
の
熱
意
の
あ
る
親
切

な
技
術
指
導
を
頂
き
、

三
重
県
本
部
指
導
者
及

び
会
員
一
同
大
変
に
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

（
報
告
／
伊
藤
裕
之
）

平
成
20
年
11

月
23
日
、
社
団

法
人
日
本
空
手
協
会
総
本
部
よ
り
、
尾
方
弘
二

指
導
員
を
お
迎
え
し
、
山
梨
県
合
同
稽
古
と
昇

段
審
査
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
当
日
は
第
51
回

小
中
全
国
空
手
道
大
会
に
於
い
て
山
梨
県
を
総

合
優
勝
に
導
い
た
上
位
入
賞
者
と
、
一
般
現
役

選
手
、
県
内
指
導
員
総
勢
51
名
が
山
梨
県
都
留

市
の
道
場
に
集
ま
り
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

午
前
の
み
と
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
基
本
稽

古
を
中
心
に
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
指
導
内

容
は
、
３
人
一
組
に
な
り
、
前
屈
立
ち
か
ら
始

ま
り
腰
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
の
立
ち
方
の
締
め

を
繰
り
返
し
行
い
、
そ
の
後
に
基
本
一
本
組
手
、

自
由
一
本
組
手
の
重
心
移
動
や
間
合
、
組
手
の

心
得
を
交
え
な
が
ら
、
２
時
間
30
分
熱
の
こ
も

っ
た
指
導
を
受
け
、
午
後
か
ら
は
、
昇
段
審
査
、

終
了
後
、
尾
方
指
導
員
と
親
睦
会
を
行
い
、
無

事
一
日
が
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
尾
方
指
導
員
の
指
導
で
、
普
段
試
合

に
向
け
て
稽
古
を
し
て
し
ま
う
指
導
者
、
そ
し

て
子
供
達
も
日
々
の
基
本
稽
古
の
大
切
さ
、
空

手
協
会
の
空
手
道
を
改
め
て
勉
強
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

最
後
に
素
晴
ら
し
い
指
導
と
親
睦
会
に
お
い

て
気
さ
く
な
一
面
も
見
せ
て
頂
い
た
尾
方
指
導

員
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
報
告
／
山
梨
県
指
導
部
長
・
藤
原
学
） 前屈立ちの指導される尾方指導員。

上／文化教育功労賞を
受賞した兵庫實・三重
県本部会長がいる三重
県支部。

右／尾鷲支部の故・掃
詰順司氏のこれまでの
功績を称え、五段位が
弟子でもある息子二人
に授与された。

From
三重県本部
巡回指導講習会

From
山梨県本部
巡回指導講習会
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去
る
12
月
22
日
（
月
）、
総
本
部
道
場
４
階
メ
イ

ン
道
場
に
お
い
て
、
稽
古
納
め
が
開
催
さ
れ
た
。

午
後
６
時
か
ら
始
ま
っ
た
稽
古
納
め
に
は
、
約
１

０
０
名
が
参
加
。
総
本
部
指
導
員
も
全
員
（
約
30
名
）

が
集
合
。
杉
浦
先
生
の
号
令
の
も
と
、
熱
気
溢
れ
る

稽
古
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

稽
古
内
容
は
、
全
員
で
移
動
基
本
を
や
っ
た
後
、

総
本
部
指
導
員
が
前
に
出
て
、
一
般
の
人
た
ち
と
五

本
組
手
、
自
由
一
本
組
手
を
行
っ
た
。
最
後
は
抜
塞

大
と
観
空
大
を
行

い
、
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
３
階

の
道
場
へ
移
動
。

納
会
が
開
催
さ

れ
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
も
と
、
皆

が
一
年
を
振
り
返

り
、
来
年
へ
の
新

し
い
目
標
を
語
り

合
っ
た
。
（
報

告
／
根
本
敬
介
）

去
る
１
月
11
日
（
土
）、
総
本
部
４
階
メ
イ
ン
道

場
に
お
い
て
、
鏡
開

か
が
み
び
らき
が
行
わ
れ
た
。

今
年
も
12
時
に
約
１
０
０
名
が
集
合
。
杉
浦
初
久

二
首
席
師
範
の
号
令
の
も
と
移
動
基
本
、
五
本
組
手
、

自
由
一
本
組
手
、
型
（
指
導
員
は
観
空
大
、
会
員
は

抜
塞
大
）
を
行
い
、
さ
ら
に
若
手
指
導
員
の
演
武
後
、

午
後
１
時
に
３
階
道
場
へ
移
動
。
和
や
か
な
雰
囲
気

の
も
と
約
一
時
間
半
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。（
報

告
／
半
崎
靖
雄
）

2
0
0
8
年
度

稽
古
納
め
開
催
さ
れ
る
！

空手の道を歩む家族を紹介するこのコーナー。記念すべき第

一回目に登場してくれたのは、半崎さん親子です。

父・靖雄
や す お

さん（46歳）は昭和37年生まれ、青森県出身。

ブルース・リーに憧れ、15歳で空手を始めました。その後、

全国大会で大活躍し、現在は総本部指導員の傍ら、ふじみ野支

部、四谷支部、昭和薬科大学空手道部などで指導する忙しい毎

日を送っています。

当然、子供たちも空手の道へすんなり……とはいかなかった

ようです。

「長男の就大
なりひろ

が空手をやりたくないとずっと拒んでいました。

けれども、弟の仁悠
じんゆう

が４歳で始めたら、弟に負けたくない。僕

もやるって急に言い出したんですよ」（靖雄）

それから約８年の年月が流れ、18歳になった就大くんは高

校の空手部で主将をつとめ、12歳の仁悠くんも小・中全国大

会でベスト８になるなど活躍中。

ちょうど帰ってきた仁悠くんにこっそりお父さんのことを聞

いてみると「ゲームセンターに二人で行ったり、バイクの後ろ

に乗せてもらったり…強くて優しいお父さんです」

さらに妻の公代
き み よ

さん（45歳）にも聞いてみると「家庭より

空手が一番の主人ですが、肝心なときに子供達にアドバイスし

たり、厳しく叱ってくれます」という答えが返ってきました。

「空手があるからこそ、繋がっている。これからも空手がある

からこそ、家族でいられる」と語る靖雄さんの夢は、二人の息

子と酒を酌み交わすこと。その夢を叶えるためにも、大好きな

お酒はほどほどにして下さいね！

高橋優子指導員、壮鎮の演
武。鏡開きの鏡は円満を、
開くは末広がりを意味して
いる。

納会での乾杯の様子。

共に空手の道を歩む半
崎親子。（左から就大、
仁悠、靖雄）

みんなの側にいる空
手をやっているご家
族、女性を紹介して
下さい。電子メール
は、karate301-
06@yahoo.co.jp
だよ！

第一回　半崎さん親子（ふじみ野支部）

●次のテーマは『武道』です。（締め切りは 6月30日）送り先は次の通りです

郵送／〒157-0061 東京都世田谷区北烏山3-8-15 JKAニュース 川柳係
ファックス／03（3300）8774
電子メール／karate301-06@yahoo.co.jp

鏡
開
き
開
催
さ
れ
る
！
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小岩）⑤林孝信（二子玉川）⑤内山和俊（下北沢）⑤森下
琴康（墨田）⑤桶谷努（葛西）

●一般男子Ｂ３級以上（50歳～） ①レルフ・フーベルト
（四谷）②宮崎真（下北沢）③森保之（自由が丘）③小野
田光伸（目白）⑤有馬保彦（城南）⑤鶴川吉和（目黒）⑤
揚志成（墨田）

●一般女子Ｂ３級以下（35歳～） ①中澤悦子（池袋）②
石井貴美恵（墨田）

●小学２年生以下基本 ①松永涼平（世田谷）②関口優月
（一之江）③原知也（亀戸）③酒井一磨（世田谷）⑤山崎
智尋（新小岩）⑤菅原まい（下北沢）⑤日下部大雅（亀戸）
⑤鳥取亜梨紗（城東）

●小学３年生以上基本 ①佐藤瑠奈（一之江）②河村颯真
（南葛飾）③中畠楓（目黒）中畠葵（目黒）
●小学１～３年生男女７～８級 ①逢野怜央（目黒）②滝澤
健（下北沢）③武田亮（目黒）③岡田千晴（目黒）⑤小貫
真基（下北沢）⑤佐藤志織（新小岩）⑤渡部紘考（新小岩）
⑤酒江燎平（新小岩）

●小学１～３年生男女４～６級 ①梶原健寛（目黒）②原田
雄生（世田谷）③千葉祥弥（葛西）③齊藤玲（世田谷）⑤
瀬尾葉月（世田谷）⑤伊東涼（世田谷）⑤長谷川慶太（世
田谷）⑤小室芽生（三菱養和）

●小学４～６年生男女７～８級 ①吉野真生（亀戸）②林和
馬（自由が丘）③高田零央（赤羽）③飯岡樂（足立）⑤笠
松奎吾（二子玉川）⑤森紀至（小石川）⑤三田健史（二子
玉川）⑤沢谷信貴（城北）

●小学４～６年生男女４～６級 ①斎藤真鈴（亀戸）②切明
主国（目黒）③岡本涼（目白）③藤井勇樹（墨田）⑤鴇田
凱也（亀戸）⑤伊藤秀哉（瑞江）⑤福永千紘（目白）⑤廣
田瑞歩（亀戸）

●中学生男女４～８級 ①葛島若菜（二子玉川）②梅津壮太
郎（二子玉川）③本田恵梨（葛西）③間宵加奈（足立）

●小学１～３年生男女１～３級 ①横田京太郎（葛西）②五
十嵐花帆（葛西）③金原由季（世田谷）⑤早川大輝（小石
川）⑤渡部彩絵（新小岩）⑤小泉嶺治（城北）⑤徳富剣太
（城北）⑤君島寿（大森）
●小学１～３年生男女初段以上 ①関家花倫（小石川）②美
濃部敬靖（大森）③江田亜玖里（足立）⑤宮崎稜士（小石
川）⑤中村貫太（城北）⑤岩崎亮太（小石川）

●小学４～６年生男女１～３級 ①中山愛海（世田谷）②山
田幸香（世田谷）③吉川裕也（墨田）⑤遠藤龍之介（亀戸）
⑤二石美聖（世田谷）⑤福島尚大（世田谷）⑤出張優士
（三菱養和）⑤初山友一（墨田）
●小学４～６年生男女初段以上 ①荻野極（目黒）②高頭凛
子（墨田）③大金憲龍（亀戸）⑤宇佐美謙太（目黒）⑤小
池貴也（葛西）⑤加々美龍大（目黒）⑤浅野風雅（小石川）
⑤鶴見真斗（墨田）

●中学生男女１～３級 ①波多野未佳（南葛飾）②金井大輔
（目黒）③末吉拓哉（世田谷）⑤長谷部香菜（下北沢）⑤
石井寧々（墨田）⑤金井真由（目黒）⑤飯塚明日香（城東）
⑤佐藤大樹（新小岩）

●中学生男女初段以上 ①青木美優（墨田）②竹中拓海（足
立）③中晴香（小石川）⑤江田拳志郎（足立）⑤木下譲
（葛西）⑤山本楓子（池上）⑤美濃部彩加（大森）⑤大金
佐和子（亀戸）

●高校・一般男女中級 ①三上舞花（葛西）②佐々木彩（小
石川）③中村晴子（比呂空会）⑤中林良宗（足立）⑤久我
景子（自由が丘）⑤アミール偉（目黒）⑤三好佳奈子（比
呂空会）⑤高梨卓也（世田谷）

●一般男子Ｂ４級以下 ①池田裕（二子玉川）②大湊清隆
（新小岩）③佐藤朝昭（下北沢）
●一般女子Ｂ４級以下 ①塩谷まゆ子（葛西）②守随文香
（自由が丘）③細川留美子（墨田）
●高校・一般男子上級 ①佐藤栄久（目黒）②山本香月（千
代田）③高橋幸（城南）

●高校・一般女子上級 ①圓井あゆ（池上）②小林佳奈子
（目黒）③青木麗子（濤悠会）
●一般男子Ａ上級（弐段以上） ①降矢智博（二子玉川）②
青木寛（池上）③オリヴァ・ヴィッテ（小石川）

●一般男子Ｂ３級以上（40歳～） ①徳丸雄一（新小岩）
②内山和俊（下北沢）③水谷育徳（二子玉川）

●一般男子Ｂ３級以上（50歳～） ①原元一（千代田）②
山口澄（千代田）③千葉秀秋（千代田）

●一般女子Ｂ３級以下（35歳～） ①阪下明子（渋谷）②
工藤みゆき（渋谷）③中澤悦子（池袋）

7日（土）・8日（日）高校生交流試合（予定）未定
20日（金）研修生卒業試験・職員採用試験　総本部道場
22日（日）定期昇級・昇段審査会　総本部道場

2日（月）研修生卒業式　総本部道場
7日（土）定期理事会　総本部会議室
15日（日）高校生合宿　総本部道場
20日（金）・21日（土）小･中学生合宿　総本部道場
22日（日）・23日（月）小･中学生合宿　総本部道場
28日（土）・29日（日）小･中学生合宿　総本部道場

1日（水）研修生入所式　総本部道場
12日（日）関東学生会定期リーグ戦　未定
16日（木）～19日（日）春季国内外全国合宿　総本部道場

2日（土）日本空手協会創立記念日
16日（土）定期理事会、会員総会、都道府県本部長会議

（全て総本部会議室）
31日（日）定期昇段審査会　総本部道場

20日（土）・21日（日）第52回全国空手道選手権大会
東京体育館

11日（日）師範会会議・師範会稽古　総本部道場

1日（土）・2日（日）第52回小学生・中学生全国空手道
選手権大会　エコパアリーナ（静岡県）

30日（日）定期昇級・昇段審査会　総本部道場

18日（金）～ 20日（日）第11回船越義珍杯世界空手道選
手権大会　日本武道館

●参段／　成瀬正史（富山）森田康二朗（総本部）尾山典子
（総本部）小田澤和久（総本部）田中克幸（九州地区）原
田勇（九州地区）牛島万智（九州地区）竹島由希（九州
地区）松島伊佐人（九州地区）金城宏樹（京都）粂田裕
之（京都）

●四段／　只木暁（総本部）丸山良祐（総本部）堤敦志（九
州地区）

●五段／　SCHULZE THOMAS（ドイツ）KURTZ STEFAN
（ドイツ）BUCHSTALLAER MARTIN（ドイツ）NEU-
BERT GUENTER（ドイツ）GUENTER MARTIN（ドイツ）
RUES MARKUS（ドイツ）GEHRE MICHAEL（ドイツ）
HEIN JOACHIM（ドイツ）HURTTER PETER（ドイツ）
宇野義章（近畿）加藤正之（近畿）

●七段／　岡嶋壽雄（総本部）

会員の皆様の投稿をお待ちしております。支部・道
場の行事などの「原稿＆写真」を送って下さい！
文字数は400字程度でOKです。郵送、電子メール、
ファックスでお願いします（データ大歓迎！）
原稿は返却できませんので、コピーを取って下さい。
分からないことがあれば、下記に連絡を下さい。

〒112-0004 東京都文京区後楽2-23-15
日本空手協会総本部　JKAニュース係
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●小学１～３年男女７～８級 ①松永涼平（世田谷）②佐藤
志織（新小岩）③鈴木海音（二子玉川）③角野幸平（亀戸）
⑤三田ひかる（二子玉川）⑤高橋将博（城東）⑤岡田千晴
（目黒）⑤鴇田如飛（亀戸）
●小学１～３年男女４～６級 ①梶原健寛（目黒）②千葉祥
弥（葛西）③瀬尾菜月（世田谷）③相良黎輔（城北）⑤塩
谷健（下北沢）⑤有馬達也（葛西）⑤齊藤玲（世田谷）⑤
上本夢己（葛西）

●小学１～３年男女１～３級 ①横田京太郎（葛西）②角陽
生（城南）③野溝幸平（亀戸）③丸山克祐（四谷）⑤金原
由季（世田谷）⑤渡部彩絵（新小岩）⑤西出遼人（城南）
⑤徳山蓮（城北）

●小学１～３年男女初段以上 ①江田亜玖利（足立）②関家
花倫（小石川）③美濃部敬靖（大森）③宮崎稜士（小石川）
⑤岩崎亮太（小石川）⑤中村貫太（城北）

●小学４～６年男女７～８級 ①吉野真生（亀戸）②林和馬
（自由が丘）③三田健史（二子玉川）③中畠葵（目黒）⑤
橘遥花（赤羽）⑤笠松奎吾（二子玉川）⑤河村颯真（南葛
飾）⑤沢谷信貴（城北）

●小学４～６年男女４～６級 ①鴇田凱也（亀戸）②金光航
平（下北沢）③斎藤真鈴（亀戸）③鶴巻佳乃（亀戸）⑤阪
下詩織（渋谷）⑤岡本涼（目白）⑤吉田海斗（足立）⑤山
崎凪紗（両国）

●小学４～６年男子１～３級 ①榎本大地（城東）②井上雅
樹（墨田）③川田真之介（大森）③岡泰誠（葛西）⑤福島
尚大（世田谷）⑤初山友一（墨田）⑤工藤隆（墨田）⑤遠
藤龍之介（亀戸）

●小学４～６年女子１～３級 ①稲永晴子（葛西）②山崎妃
奈及（両国）③遠藤未来（葛西）③山田幸香（世田谷）⑤
桶谷歩未（葛西）⑤松本茅音（大森）⑤嶋田真子（大森）
⑤高倉芹菜（両国）

●小学４～６年男子初段以上 ①上木大樹（墨田）②増田勇
夢（亀戸）③小池貴也（葛西）③五十嵐大介（葛西）⑤宇
佐美謙太（目黒）⑤大金憲龍（亀戸）⑤元村裕太（目黒）
⑤荻野極（目黒）

●小学４～６年女子初段以上 ①雨宮杏苗（墨田）②佐藤真
帆（両国）③佐田和沙（葛西）③木下遥渚（目黒）⑤高頭
凛子（墨田）

●中学生男女４～８級 ①葛島若菜（二子玉川）②梅津壮太
郎（二子玉川）③本田恵梨（葛西）③間宵加奈（足立）

●中学生男子１～３級 ①金井大輔（目黒）②呉匠禮（目白）
③切明聖（目黒）③末吉拓哉（世田谷）⑤大川拓也（足立）
⑤三沢慶樹（墨田）⑤川上遼（目黒）⑤征矢和希（足立）

●中学生女子１～３級 ①石井寧々（墨田）②立花美奈水
（墨田）③波多野未佳（南葛飾）③金井真由（目黒）⑤大
筋由里桂（三菱養和）⑤長谷部香菜（下北沢）⑤山岸波美
（墨田）
●中学生男子初段以上 ①芳賀裕介（二子玉川）②石川康平
（二子玉川）③永吉駿太（墨田）③竹中拓海（足立）⑤首
藤琢伸（小石川）⑤蓑和田孔（墨田）⑤美濃部将啓（大森）
⑤木下譲（葛西）

●中学生女子初段以上 ①大金佐和子（亀戸）②石田眞美
（葛西）③中晴香（小石川）③山本楓子（池上）⑤美濃部
彩加（大森）⑤西野桃（両国）⑤小坂部亜耶（城東）⑤土
屋育穂（南葛飾）

●高校・一般男子中級 ①グウェンラム（自由が丘）②大西
健一（足立）③アミール偉（目黒）③高見澤光輝（葛西）

●高校・一般女子中級 ①三上舞花（葛西）②佐々木彩（小
石川）③久我景子（自由が丘）③柳瀬文（自由が丘）

●一般男子Ｂ４級以下 ①大湊清隆（新小岩）②角田信治
（目黒）③柴田洋平（二子玉川）③佐藤朝昭（下北沢）
●一般女子Ｂ４級以下 ①細川留美子（墨田）②守随文香
（自由が丘）③染矢美恵子（下北沢）③押尾尚美（葛飾）
●高校・一般男子上級 ①服部満瑛（二子玉川）②山本勇気
（赤羽）③山岸理（南葛飾）③地主広平（池上）⑤横田光
二（葛西）⑤青柳琢（下北沢）⑤青井浩道（葛西）⑤井守
政一（小石川）

●高校・一般女子上級 ①尾山典子（濤悠会）②石川梨紗
（池上）③青木麗子（濤悠会）③木下季咲（目黒）⑤永易
由帆（両国）⑤曽山史子（池上）⑤古川和代（池袋）⑤圓
井あゆ（池上）

●一般男子Ａ上級（弐段以上） ①立川英（池上）②藤條純
樹（小石川）③亀井高（小石川）③金井優貴（目黒）⑤古
賀昭仁（二子玉川）⑤降矢智博（二子玉川）⑤オリヴァ・
ヴィッテ（小石川）青木寛（池上）

●一般男子Ｂ３級以上（40歳～） ①水谷育徳（二子玉川）
②石井克己（濤悠会）③佐藤正純（千代田）③石岡直（新
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湘
南
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
有
名
な
逗
子
マ

リ
ー
ナ
に
隣
接
し
た
小
坪
公
民
館
に
我
々
の
稽

古
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
逗
子
支
部
の
通
称

”
シ
ニ
ア
道
場
“
…
正
式
に
は
逗
子
支
部
小
坪

分
会
の
稽
古
場
で
、
毎
週
火
曜
日
の
朝
９
時
か

ら
60
代
、
70
代
の
シ
ニ
ア
達
が
真
剣
に
稽
古
に

励
ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

逗
子
支
部
は
平
成
７
年
に
松
井
秀
人
支
部
長

の
も
と
に
設
立
さ
れ
、
現
在
会
員
数
約
80
名
、

有
段
者
の
生
徒
は
３
人
の
五
段
を
は
じ
め
と
し

て
29
名
を
数
え
ま
す
。
稽
古
は
小
学
校
低
学
年

か
ら
70
代
の
年
配
者
ま
で
老
若
男
女
、
幅
広
い

層
の
会
員
が
一
緒
に
な
っ
て
稽
古
で
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
際
立
つ
の
は
”生
涯
武
道
“
”

生
涯
学
習
“
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
実
践
し
て
い
る
、

60
歳
以
上
の
壮
年
部
メ
ン
バ
ー
13
名
の
中
で
、

特
に
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
と
呼
ば
れ
る
火
曜
日
の

小
坪
分
会
常
連
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一
線
を
退
い
た
小
坪
分

会
常
連
メ
ン
バ
ー
は
、
最
長
老
78
歳
の
S
さ
ん

を
筆
頭
に
、
70
代
が
３
人
、
60
代
が
４
人
で
、

平
均
年
齢
は
実
に
68
・
９
歳
で
す
！
　
ま
た
、

こ
の
内
の
５
名
は
、
そ
れ
ま
で
全
く
空
手
に
縁

も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
50
代
後
半
あ
る
い
は
60
代
、

70
代
に
な
っ
て
か
ら
始
め
た
人
達
で
す
。

年
齢
が
高
い
た
め
、
稽
古
は
小
休
止
回
数
や

水
分
補
給
な
ど
に
も
配
慮
し
な
が
ら
体
力
に
応

じ
た
内
容
で
行
わ
れ
ま
す
。

自
ず
と
数
稽
古
よ
り
も
、
技
や
動
作
の
意
味

を
確
認
し
な
が
ら
、
頭
で
理
解
し
て
体
を
動
か

す
よ
う
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
何
よ
り
も
基
本
第
一
の
精
神
で
、

基
本
動
作
を
正
確
に
身
に
付
け
る
こ
と
を
主
眼

に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
松

井
師
範
に
よ
る
”
小
休
止
ト
ー
ク
“
が
貴
重
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
曰
く
、
立
ち
方
、

姿
勢
、
目
付
け
、
正
中
線
、
軸
足
、
腰
の
回
転

等
の
重
要
性
、
技
の
意
味
、
他
の
武
道
と
の
比

較
、
自
主
稽
古
の
仕
方
な
ど
で
す
。

時
に
は
稽
古
後
に
、
豊
富
な
ビ
ジ
ネ
ス
キ
ャ

リ
ア
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
幅
広
い
内
容
の
講
話

を
聞
け
る
の
は
、
こ
こ
シ
ニ
ア
道
場
だ
け
の
大

き
な
特
典
で
も
あ
り
ま
す
。

シ
ニ
ア
道
場
の
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
昨

年
５
月
の
総
本
部
審
査
で
、
受
審
時
77
歳
の
S

さ
ん
が
、
念
願
叶
っ
て
初
段
に
合
格
し
た
こ
と

で
す
。
こ
の
５
年
間
、
週
４
回
の
稽
古
を
殆
ど

皆
勤
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
快
挙
は
支

部
全
員
の
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
励
み
で
も
あ

り
ま
し
た
。
熱
意
を
も
っ
て
努
力
を
重
ね
て
い

る
姿
に
皆
が
敬
意
を
表
す
る
と
同
時
に
、
勇
気

づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
71
歳
の
T

さ
ん
が
８
月
の
総
本
部
審
査
で
三
段
に
昇
段
し

た
後
、
９
月
に
は
関
八
州
大
会
で
70
歳
以
上
の

形
の
部
で
見
事
優
勝
す
る
な
ど
、
支
部
全
体
が

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

定
年
後
を
ど
う
過
ご
す
か
が
よ
く
話
題
に
な

り
ま
す
が
、
こ
う
し
て
現
役
時
代
、
多
様
な
人

生
経
験
を
も
っ
た
多
士
済
々
の
メ
ン
バ
ー
が
、

自
己
の
目
標
を
持
っ
て
空
手
に
共
に
汗
を
流
し
、

幾
つ
に
な
っ
て
も
取
り
組
め
る
対
象
が
あ
る
の

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
　
神
奈
川
県
・
逗
子
支
部

シ
ニ
ア
空
手
マ
ン
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
ち
ろ
ん
全
員
が
五
体
満
足
で
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な
症
状
を
抱
え
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
共
通
の
悩

み
は
、
な
か
な
か
身
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
ず
、

一
つ
の
技
や
動
作
の
修
得
に
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
毎
週
お
互
い
に
元
気
で
顔
を
合
わ
せ

ら
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
も
の
で
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
も
、
空
手
に
取
り
組
む
最
大
の
目
的
は
、

心
身
の
健
康
作
り
に
あ
り
ま
す
が
、
特
に
シ
ニ

ア
の
立
場
と
し
て
は
、
空
手
を
通
じ
て
、
日
本

の
武
道
、
伝
統
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

と
共
に
、
そ
こ
か
ら
更
に
異
文
化
へ
の
関
心
や

国
際
交
流
へ
と
輪
を
広
げ
て
行
け
れ
ば
と
思
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
逗
子
支
部
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

「
自
主
自
律
の
精
神
を
尊
び
、
生
涯
武
道
を
目
指

す
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
そ
の
も
の
の
実
践
を
、

我
々
が
身
を
以
て
示
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。（
報
告
／
関
健
）

逗子支部シニア道場の皆さん（写真前列中央が松井秀人師範）。


